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謹
賀　新
年

　新年おめでとうございます。 

　市民の皆様には、輝きに満ちた新年をお迎えのこ

ととお喜び申し上げます。旧年中は市政各般にわた

り、格別のご高配を賜り重ねて御礼申し上げます。 

　さて、昨年は世界的な燃料の高騰の影響を受け、

あらゆる方面で世界経済が混乱し、その悪影響が日

本にも色濃く反映された年でありました。 

　24 時間運用可能な国際標準空港として新たな幕

開けを迎えた関西国際空港においても例外ではな

く、影響が懸念されておりますが、その不安を払拭

するためにも、関西国際空港と地元市のさらなる協

力体制の構築が求められております。 

　本市としましても、関西国際空港の地元市として、

昨年りんくうタウンにオープンし、現在活況を呈し

ている「せんなんわくわく広場」を核として、関西

国際空港を生かしたりんくう都市圏の振興、発展に

寄与して参りたいと考えております。 

　また全国各地では幼い子どもが被害者となる痛ま

しい事件が後を絶たず、あらためてその対策が急務

であると再認識させられました。　　 

　本市では引き続き、警察や地域と連携した青色回

転灯パトロール車の運行支援を行うとともに、防災

用広報システムの整備を着実に進め、活用方法につ

いてさらなる検討を重ねていくことで、市の総合防

災力の向上に取り組んで参りたいと思います。 

　そして安全・安心のまちづくりに尽力することと

併せて、個性豊かで魅力あるまちづくりに取り組ん

でいくため、昨年 9 月にふるさと納税制度の運用を

開始いたしました。市民の皆様の思いを反映したふ

るさとづくりを推進していくためにも、皆様の温か

いご支援をお待ちしております。 

　結びに、本年が市民の皆様にとりまし

て、幸多き一年となりますよう心

からお祈り申し上げ、年頭の

ご挨拶といたします。 

　明けましておめでとう

ございます。

　市民の皆様には、穏やかで晴れ

やかな新春をお迎えのこととお喜び申

し上げます。

　また、日頃より泉南市議会に対しまして、暖か

いご理解とご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。

さて、最近のわが国の経済情勢はかなり厳しい後退

局面にあり、サブプライム問題に端を発した国際的

な金融危機は、実体経済にも大きな影を落としはじ

めており、まだまだ、地域経済は依然として厳しい

状況下に置かれております。

　そのような中で、昨年、本市の産業振興、地域活

性化を図る大きな役割を持つ「せんなんわくわく広

場」がオープンされたことは非常に意義深いものが

あり、地域経済の活性化への原動力となり、地域福

祉の向上に繋がるものと考えております。

　また、昨年は岩手・宮城内陸地震、東海・関東局

地的豪雨など全国的に災害が多発した一年でありま

したが、被害にあわれました地域の方々の一日も早

い生活再建をお祈り申し上げます。

　本市におきましては、幸い大きな災害は免れまし

たが、このような大規模災害から、市民の生命及び

財産を保護し、生活の安全を確保するため、総合的

な減災対策に取り組んでまいります。

　多難な財政状況と、依然として厳しい生活環境で

はございますが、我々市議会といたしましても、時

代を見据えた情勢分析に力点を置きながら、市民の

皆様の求める効率のよい行政を念頭に、理事者側と

互いの知恵を出し合いながら「市民参加」の市政運

営に努力してまいる所存であります。

　結びに、本年が明るく希望の持てる年となります

とともに、皆様方のご健勝とご多幸を心から祈念申

し上げ、新年のご挨拶といたします。

泉南市長
向井　通彦

泉南市議会議長
谷　外嗣新年のご挨拶

2009
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新着ニュース

Topics                 泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

　

年
間
約

17
万
件
の

ア
ク
セ
ス

数
が
あ
る
本

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

内
の
ご
希
望
の
ペ
ー

ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

【
４
月
掲
載
分
の
募

集
受
付
】
１
月
13
日

㈫
か
ら
、
以
降
は
随

時
受
付

【
掲
載
料
】
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
は
１
か
月
間
１
万
円
。

複
数
月
継
続
割
引
も
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
→
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中

【
問
合
せ
】
情
報
管
理
課

（
☎
483
・
０
０
０
５
／e-m

ail:
jyoukan@

city.sennan.lg.jp

）

　

ご
み
収
集
手
数
料
取
扱
（
指
定

袋
・
処
理
券
の
販
売
）
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
事
業

所
及
び
団
体
の
２
次

募
集
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
ご
み
減
量
推

進
担
当
（
☎
483
・
９
８
７
２
）

 
　

市
民
体
育
館
前
桜
並
木
の
ぼ

ん
ぼ
り
に
、
今
年
か
ら
各
団
体

名
、
会
社
名
、
店
名
、
個
人
名

を
記
載
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

【
と
き
】
３
月
上
旬
～
４
月
上
旬

予
定
（
開
花
時
期
に
よ
り
変
動
） 

【
費
用
】
ぼ
ん
ぼ
り
５
個
１
セ
ッ

ト
２
万
円（
１
団
体
上
限
５
セ
ッ
ト
）

【
内
容
】
全
24
セ
ッ
ト
（
申
込
順
）

を
募
集
し
ま
す
。
ぼ
ん
ぼ

り
側
面
に
団
体
名
等
を

記
載
し
、
反
対
側
側
面
に
泉
南

市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
と
記
載
し
ま

す
（
破
損
し
た
場
合
は
無
地
の

ぼ
ん
ぼ
り
と
交
換
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
） 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
記
載
内
容

と
申
込
金
を
施
設
管
理
課
へ

（
☎
483
・
９
９
７
２
）

１
月
30
日
㈮
午

後
５
時
締
切

泉
南
市
ご
み
収
集
手
数
料

取
扱
協
力
店
募
集

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会

桜
並
木
の
ぼ
ん
ぼ
り
PR
募
集

　

11
月
12
日
～
13
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
平
成
20
年

第
２
回
泉
南
市
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
長
に
谷た

に

外そ
と
し嗣
さ
ん
（
拓

進
ク
ラ
ブ
）、
副
議
長
に
大お
お
も
り森
和か
ず

夫お

さ
ん
（
日
本
共
産
党
）、
監
査

委
員
に
井い
は
ら原
正し
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
（
公
明

党
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
次
表
の
と
お
り
各
委
員

会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
合
せ
】
議
会
事
務
局

（
☎
483
・
０
０
０
８
）

新
し
い
議
長
・
副
議
長
・

監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

議長 副議長 大森和夫 井原正太郎監査委員谷　外嗣

委員会名 委　　員委員長 副委員長
総 務 文 教
常任委員会
厚 生 消 防
常任委員会
産 業 建 設
常任委員会

空港等まち
づくり対策
特別委員会

議会報編
集委員会

堀口武視

南　良徳

南　良徳

南　良徳

南　良徳

河部　優

河部　優

河部　優

北出寧啓

北出寧啓

木下豊和
竹田光良

原　憂子

木下豊和

梶本茂躾

梶本茂躾

梶本茂躾

田畑　仁

田畑　仁

角谷英男

角谷英男

角谷英男

真砂　満

中尾広城

北出寧啓

行財政問
題対策特
別委員会

原　憂子

原　憂子

竹田光良
松本雪美

森　裕文

森　裕文

和気信子

和気信子

真砂　満

小山広明

小山広明

小山広明

和気信子

松本雪美

松本雪美

成田政彦

成田政彦

中尾広城

中尾広城

議会運営
委 員 会

谷　外嗣

堀口武視

大森和夫
真砂　満

井原正太郎

井原正太郎

泉南市ごみ収集手数料取扱協力店第 2次募集要項
応募資格 ①泉南市内に販売者が常駐する常設の店舗があり、市指

定袋と粗大ごみ処理券の両方の販売を誠実に行うことが
できる、売り場面積が 500 ㎡以下の事業所、または団体

業務内容 泉南市ごみ収集手数料取扱にかかる指定袋・処理券の
販売。詳しくは「泉南市ごみ収集手数料取扱協力店の
手引き」をご覧ください

契約期間 平成 21年 2月 1日～平成 22 年 3月 31 日（毎年度更新）
委託金額 徴収した手数料（販売額）の７％
申込み 「泉南市ごみ収集手数料取扱申込書（様式第 1号）」に

必要事項を記入し、添付書類を添えて〒590-0592（住
所不要）泉南市役所ごみ減量推進担当へ（別館２階）申
込みは郵送可。平成 21 年１月５日㈪～ 22 日㈭（必着）

取扱品目 種類及び販売単位 販売単価及びセット価格
②市税に対し、未納の税がないこと

家庭系
可燃ごみ
指定袋

家庭系
不燃ごみ
指定袋
粗大ごみ処理券

45ℓ
1セット（10 枚入り）
20ℓ
1セット（10 枚入り）

1セット　450 円
1枚単価　 45 円
1セット　200 円
1枚単価　 20 円

45ℓ１枚単位 1枚単価　500 円

20ℓ１枚単位 1枚単価　250 円

1枚単位 1枚単価　500 円

泉南市ウェブサイトに広告
（有料）を掲載しませんか

Topics
新着ニュース

議　長

谷　外嗣さん

副議長

大森和夫さん

監査委員

井原正太郎さん
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平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
、
長
寿

医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の「
現
役
並
み
所
得
者
の
判
定
基
準
」

と
「
高
額
療
養
費
（
自
己
負
担
限
度

額
）」
に
関
す
る
内
容
が
、
一
部
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
等
で
受
診
し
た
と
き

は
、
自
己
負
担
（
患
者
に
よ
る
窓
口

負
担
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

自
己
負
担
金
の
割
合
は
、
一
般
的

に
、
か
か
っ
た
医
療
費
全
体
の
１
割

負
担
で
す
が
、「
現
役
並
み
所
得
者
」

は
３
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
こ
の
自

己
負
担
割
合
は
、
被
保
険
者
証
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の

　
  

負
担
軽
減
対
策
の
実
施

長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の

　
  

負
担
軽
減
対
策
の
実
施

　

現
役
並
み
所
得
者

判
定
基
準
の
見
直
し　

【現役並み所得者（かかった医療費の
3 割をご負担いただく方）の基準】

⑴　地方税法上の各種所得控除後の
所得（課税標準額）が 145 万円以上
の長寿医療制度（後期高齢者医療制
度）の被保険者

⑵　⑴に該当する方と同じ世帯に属
する長寿医療制度（後期高齢者医療
制度）の被保険者全員（本人の課税
標準額が 145 万円未満であっても 3
割負担となります）

　ただし、次の基準に該当する方は、
健康保険課に申請（基準収入額適用
申請）し、認定を受けると 1 割負担
に変更することができます。

　

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
支

払
い
方
法
の
変
更
条
件
が
、
平

成
21
年
４
月
か
ら
廃
止
と
な
り

ま
す
。
年
金
か
ら
お
支
払
い
の

方
は
、
変
更
申
請
を
し
、
認
め

ら
れ
る
と
、
お
支
払
い
方
法
を

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

【
７
月
か
ら
口
座
振
替
】
２
月

２
日
㈪
ま
で
に
申
請（
４
月
分
の

年
金
か
ら
の
お
支
払
い
を
中
止
）

　

口
座
振
替
の
申
請
は
、
健
康

保
険
課
窓
口
へ
。
期
日
を
過
ぎ

　

保
険
料
の
支
払
い
が

選
択
制
と
な
り
ま
す　
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３
割
負
担
か
ら
１
割
負
担
へ

の
変
更
申
請
（
基
準
収
入
額

適
用
申
請
）
が
で
き
る
場
合

A
同
一
世
帯
に
長
寿
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
被
保
険
者

が
お
一
人
の
み
の
場
合

①
被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が

383
万
円
未
満
の
と
き

②
被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が
383
万

円
以
上
で
も
被
保
険
者
本
人
及
び
、

こ
の
方
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
70
歳

～
74
歳
の
方
の
収
入
の
合
計
額
が

520
万
円
未
満
の
と
き

②
が
負
担
軽
減
対
策
で

新
た
に
設
け
ら
れ
た
基
準

B
同
一
世
帯
に
長
寿
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
被
保
険
者

が
二
人
以
上
い
る
場
合

被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
額
が

520
万
円
未
満
の
と
き

（
注
1
）
判
定
に
用
い
る
所
得
と
収

入
は
、4
月
～
7
月
ま
で
は
前
年
度
、

8
月
～
翌
年
3
月
ま
で
は
当
該
年
度

の
金
額
と
な
り
ま
す
（
平
成
20
年
度

所
得
と
は
19
年
中
の
所
得
）

（
注
2
）
平
成
20
年
８
月
か
ら
左
記

の
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
ら
れ
て

い
た
方
※
１
に
は
、
職
権
に
よ
り
1

割
負
担
に
変
更
し
た
被
保
険
者
証
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
申
請
は
不
要
で

す
　

平
成
21
年
1
月
か
ら
は
、
新
し
い

被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口

で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
、

使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
保

険
課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

75歳 74歳

収入額
390万円

収入額
120万円

収入の合計510万円　→　申請により1割負担

②の例
長寿医療制度

75歳 75歳

収入額
390万円

収入額
120万円

収入の合計510万円　→　申請により1割負担

長寿医療制度
Ｂの例

※ 1　被保険者証の一部負担金の割合
の欄に（３割　自己負担限度額「一般」
適用）と記載されている方

【経過措置】同一世帯に長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）の被保険者が
お一人のみの場合、その方の課税標準
額が 145 万円以上で収入が 383 万円
以上であるときは、自己負担割合は３
割となりますが、その方と同一世帯に
属する 70 歳以上 75 歳未満の方も含
めた収入合計額が 520 万円未満であ
る旨を健康保険課に申請することで、
自己負担限度額については「一般区分」
が適用されます

（適用期間：平成 20 年８月１日から２
年間〈今回の見直しにより平成 20 年
12 月 31 日をもって廃止〉）

長寿
　医療制度

て
の
申
請
は
、
６
月
分
以
降
の

年
金
か
ら
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。（
お
支
払
い

い
た
だ
く
保
険
料
の
総
額
は
か

わ
り
ま
せ
ん
）

【
口
座
】
被
保
険
者
ご
本
人
、

世
帯
主
、
配
偶
者
以
外
の
口
座

か
ら
も
振
替
で
き
ま
す

【
手
続
き
の
方
法
】

①
健
康
保
険
課
へ
申
請

②
「
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」

と
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
手

渡
し
（
郵
送
も
可
）

③
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
振

替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
に
提

出
し
、「
お
客
様
控
」
を
受
領

④
「
お
客
様
控
」
と
「
納
付
方

法
変
更
申
出
書
」
を
健
康
保
険

課
に
提
出
、
手
続
き
完
了

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】
●

振
替
口
座
の
預
金
通
帳
●
通
帳

の
お
届
け
印
●
長
寿
医
療
制
度

の
保
険
証

【
社
会
保
険
料
控
除
】
世
帯
主

や
配
偶
者
等
の
口
座
か
ら
の
支

払
い
に
変
更
さ
れ
た
場
合
、
社

会
保
険
料
控
除
は
、
口
座
振
替

に
よ
り
支
払
っ
た
方
（
世
帯
主

や
配
偶
者
等
）
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体

の
所
得
税
や
住
民
税
が
減
額
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
十
分

に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
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自
己
負
担
額
に
は
左
表
に
示
す
区

分
ご
と
に
１
か
月
（
同
一
月
）
に
つ

き
、
そ
の
上
限
額
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て

支
払
っ
た
場
合
は
、
健
康
保
険
課
に

申
請
し
認
め
ら
れ
る
と
、
超
過
分
が

高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま

す
。〔
入
院
の
場
合
に
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
支
払
っ
て
い
た
だ
く
自
己

負
担
額
は
、「
外
来
＋
入
院
（
世
帯

単
位
）」
の
上
限
額
ま
で
と
な
り
ま

す
〕

月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
、
他
の
医
療
保
険
制

度
（
国
保
・
被
用
者
保
険
等
）

か
ら
長
寿
医
療
制
度
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入

さ
れ
た
場
合
の
特
例
（
平
成

21
年
１
月
１
日
か
ら
実
施
）

○
平
成
20
年
4
月
～
12
月
ま
で

　

高
額
療
養
費
は
、
加
入
す
る
医
療

保
険
制
度
ご
と
に
月
単
位
で
計
算
さ

れ
る
た
め
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
、
長
寿
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
被
保
険
者

（
医
療
保
険
の
移
行
）
と
な
る
場
合

は
、
自
己
負
担
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ

に
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己

負
担
額
が
通
常
の
月
に
比
べ
て
２
倍

の
金
額
を
負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
し
た
。

○ 

平
成
21
年
１
月
以
降

　

75
歳
の
誕
生
日
月
に
お
い
て
は
、

誕
生
日
前
に
加
入
し
て
い
た
医
療
保

険
制
度
（
国
保
・
被
用
者
保
険
等
）

と
誕
生
日
後
の
長
寿
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
お
け
る
自

己
負
担
限
度
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来

の
２
分
の
１
（
半
額
）
に
な
り
ま
す
。

（
注
１
） 

75
歳
年
齢
到
達
に
よ
る
自

己
負
担
限
度
額
の
特
例
は
、
個
人
単

位
で
限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。な
お
、

負
担
す
べ
き
額
が
あ
る
場
合
は
通
常

の
世
帯
単
位
の
限
度
額
で
計
算
を
行

い
ま
す

※
１　
「
＋
１
％
」
は
医
療
費
が

26
万
７
千
円
を
超
え
た
場
合
、
超
過

額
の
１
％
を
追
加
負
担

※
２
（　

）
内
の
金
額
は
、
過
去
12

か
月
間
に
４
回
以
上
高
額
療
養
費
の

支
給
を
受
け
た
場
合
に
４
回
目
以
降

か
ら
適
用
さ
れ
る
金
額

※
３　

入
院
の
際
に
「
低
所
得
Ⅱ
・

Ⅰ
」
区
分
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」の
提
示
が
必
要
で
す
。

健
康
保
険
課
で
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い

※
４　

75
歳
の
年
齢
到
達
に
よ
る
自

己
負
担
限
度
額
の
特
例（
個
人
合
算
）

に
お
け
る
「
＋
１
％
」
は
医
療
費
が

13
万
３
５
０
０
円
を
超
え
た
場
合
、

超
過
額
の
１
％
を
追
加
負
担
。
世
帯

単
位
に
お
け
る
「
＋
１
％
」
は
医
療

費
が
26
万
７
千
円
を
超
え
た
場
合
、

超
過
額
の
１
％
を
追
加
負
担　

　

高
額
療
養
費（
75
歳
到

達
月
の
限
度
額
）特
例 　

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）における
　　　　　　　　　　　　　　自己負担限度額（通常月）

区　　分

①現役並み所得者 44,400 円

12,000 円

8,000 円

44,400 円

24,600 円※3

15,000 円※3

80,100 円＋1％※1
 （44,400 円）※2

②一般
③低所得Ⅱ 
住民税非課税世帯
（④以外の方）
④低所得Ⅰ
●住民税非課税世帯の
うち、世帯全員の各所
得が０円となる方。た
だし、公的年金等控除
額は80万円として計算
●住民税非課税世帯に
属する老齢福祉年金を
受給している被保険者

自己負担限度額（月額）
　 外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

75 歳の誕生日月（特例月）の自己負担限度額

区　　分
自己負担限度額（月額）
外来（個人単位）

22,200 円

6,000 円 22,200 円

12,300 円※3

7,500 円※3

44,400 円

24,600 円※3

15,000 円※3

外来＋入院（個人合算）外来＋入院（世帯単位）
①現役並み
　所得者

40,050 円＋１％※4

　（22,200 円）※2
80,100 円＋1％※4

　（44,400 円）※2

②一般

③低所得Ⅱ

④低所得Ⅰ
4,000 円

75 歳到達月における
自己負担限度額の特例
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さ
か
の
ぼ
っ
て

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

こ
の
特
例
は
、
平
成
20
年
４
月
１

日
以
降
の
診
療
分
か
ら
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
平
成
20
年
４

月
～
12
月
に
75
歳
と
な
り
、
そ
の
月

に
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
で
診
療
を
受
け
た
方
で
、

見
直
し
後
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
て
医
療
費
を
支
払
わ
れ
た
方
は
、

差
額
相
当
分
が
還
付
さ
れ
ま
す
。（
還

付
時
期
や
手
続
き
の
方
法
は
未
定
）

　

詳
し
く
は
、
健
康
保
険
課
ま
た
は

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
75
歳

の
誕
生
日
月
に
お
け
る
長
寿
医
療
制

度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
加
入

前
の
医
療
保
険
制
度
（
国
保
・
被
用

者
保
険
等
）
に
よ
る
診
療
の
自
己
負

担
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
各
保
険
者

に
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
額
の
治
療
を
長
期
間
継
続
し
て

受
け
る
必
要
が
あ
る
厚
生
労
働
省
が

指
定
す
る
特
定
疾
病
※
１
の
場
合
、

毎
月
（
同
一
月
）
の
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
支
払
っ
て
い
た
だ
く
自
己
負

担
額
は
１
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

75
歳
の

誕
生
日
月
に
お
け
る
特
例

　

特
定
疾
病
の
自
己
負
担
限
度
額
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
１
月
診
療
分

か
ら
、
75
歳
の
誕
生
日
月
に
つ
い
て

は
、
誕
生
日
前
に
加
入
し
て
い
た
医

療
保
険
制
度
（
国
保
・
被
用
者
保
険

等
）
と
誕
生
日
後
の
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
お
け

る
自
己
負
担
限
度
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ

本
来
の
２
分
の
１
（
半
額
）
に
な
り

ま
す
。
従
っ
て
、長
寿
医
療
制
度（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
お
け
る
自

己
負
担
額
は
、
５
千
円
ま
で
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
特
例
は
、
平
成
20
年
４
月
１

日
以
降
の
診
療
分
か
ら
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
先
述
の
高
額

療
養
費
と
同
様
、
平
成
20
年
４
月
～

12
月
に
75
歳
と
な
り
、
そ
の
月
に
長

寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）
で
診
療
を
受
け
た
方
で
、
見
直

し
後
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て

医
療
費
を
支
払
わ
れ
た
方
は
、
差
額

相
当
分
が
還
付
さ
れ
ま
す
。（
還
付

時
期
や
手
続
方
法
は
未
定
で
す
）

　

詳
し
く
は
、
健
康
保
険
課
ま
た
は

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
75
歳

の
誕
生
日
月
に
お
け
る
長
寿
医
療
制

度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
加
入

前
の
医
療
保
険
制
度
（
国
保
・
被
用

者
保
険
等
）
に
よ
る
診
療
の
自
己
負

担
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
各
保
険
者

に
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

特
定
疾
病
限
度
額

（
75
歳
到
達
月
）の
特
例 　

【例】5月に 75 歳になる方（自己負担限度額の区分「一般」）の場合

国保・
被用者
保険等

自己負担
限度額
44,400 円

自己負担
限度額
22,200 円

44,400 円 44,400 円 44,400 円

長寿医
療制度

自己負担
限度額
22,200 円

自己負担
限度額
44,400 円

4月　　　　5月　　　75歳の誕生日　　 6 月　　　　　7月

長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）に加入

※ 1　厚生労働省が
指定する特定疾病

●先天性血液凝固因子障害
の一部
●人口透析が必要な慢性腎
不全
●血液凝固因子製剤の投与
に起因するＨＩＶ感染症

【問合せ】　
泉南市健康保険課長寿医療担当（☎ 483-3455）、国民健康保険担当（☎ 483-3431）または
大阪府後期高齢者医療広域連合
〒 540-0028　大阪市中央区常盤町 1-3-8　中央大通ＦＮビル 8 階
資格管理課（☎ 06-4790-2028）、給付課（☎ 06-4790-2031）、総務企画課（☎ 06-4790-2029）

（共通 FAX　06-4790-2030）

長寿
　医療制度
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身
体
障
害
者
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室 

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
楽
し
く

学
ん
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
と
き
】
２
月
28
日
～
３
月
28
日
の

毎
週
土
曜
日 

（
全
５
回
・
15
時
間
）

午
前
９
時
～
12
時 

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南 

【
対
象
】
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者 

【
定
員
】５
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】ハ
ガ
キ
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
障
害
名
を
明
記
の
上
、

〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井

１
・
８
・
47　

あ
い
ぴ
あ
泉
南
パ
ソ

コ
ン
教
室
係
へ
（
☎
485
・
０
７
０
７
）

１
月
29
日
㈭
（
必
着
） 

就
業
支
援

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

【
と
き
】
Ａ
１
月
24
日
㈯
～
３
月
14

日
㈯
（
全
８
回
）、
Ｂ
２
月
10
日
㈫

～
３
月
３
日
㈫
（
全
４
回
）

【
と
こ
ろ
】
ヒ
ュ
ー
マ
イ
ン
ド

【
対
象
】
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦

で
全
日
程
出
席
可
能
な
方

【
講
座
】
Ａ
⑤
中
級
コ
ー
ス
、
Ｂ
⑥

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス

【
受
講
料
】Ａ
１
万
円
、Ｂ
５
千
円（
教

材
費
含
む
）

【
定
員
】
10
名

（
申
込
順
）

【
一
時
保
育
】

２
歳
～
就
学
前

【
申
込
み
期
間
】
Ａ
１
月
６
日
㈫
～

13
日
㈫
、
Ｂ
１
月
20
日
㈫
～
27
日
㈫

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
往
復
ハ
ガ

キ
（
１
講
座
に
つ
き
１
通
）
に
、
希

望
講
座
コ
ー
ス
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番

号
、
以
前
ヒ
ュ
ー
マ
イ
ン
ド
で
受

け
た
講
座
名
、
保
育
希
望
の
場
合

は
人
数
と
年
齢
を
明
記
の
上
、
〒

５
５
６
・
０
０
２
８
大
阪
市
浪
速
区

久
保
吉
２
・
２
・
３　

ヒ
ュ
ー
マ
イ
ン

ド
パ
ソ
コ
ン
講
座
係
へ

（
☎
06
・
６
５
６
１
・
４
１
９
４
）

「
泉
南
市
第
四
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
」
素
案
に
関
す
る
意
見
募
集

　

右
記
素
案
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た

の
で
公
開
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

【
閲
覧
】１
月
５
日
㈪
～
２
月
６
日
㈮

に
高
齢
障
害
介
護
課
、情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
、泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

【
様
式
】
任
意
の
様
式
に
氏
名
、住
所
、

連
絡
先
、ご
意
見
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
広
報
公
聴
・
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
→
意
見
・
提
案

【
提
出
・
問
合
せ
】
持
参
か
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
５
９
０
・

０
５
９
２
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
高

齢
障
害
介
護
課
へ

（
☎
483
・
８
２
５
３
／
FAX
　

480
・
２
１
３

４
／e-m

ail:kaigo@
city.sennan.

lg.jp

）
２
月
６
日
㈮
（
必
着
）

★
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
482
・
７
６
１
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
福
祉
・
健
康
→
健
康

講
演
会
「
み
ん
な
で
考
え
る

生
活
習
慣
病
（
メ
タ
ボ
）
対
策
」

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）
は
、
心
臓
病
や
脳
卒
中

等
、
発
症
の
危
険
段
階
の
入
口
と
な

る
状
態
で
す
。
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
学
び
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
自
分

の
健
康
づ
く
り
を
さ
ら
に
家
族
、
地

域
へ
と
ひ
ろ
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
】
１
月
19
日
㈪
午
後
２
時
～

４
時

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
講
演
／
内な

い
と
う藤
義よ
し
ひ
こ彦
さ
ん
（
武

庫
川
女
子
大
学

生
活
環
境
学
部

教
授
）、
グ
ル

ー
プ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
／
私
た
ち
の
健
康
づ
く
り

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
か
保
健

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

１
●
福
祉

●
健
康

とき ところ 対象 内容・その他

健康
相談

毎月第 1〜 4
金曜日
13 時 30 分〜
14 時 30 分

保健
センター

40歳
以上の
市民

ご自分の健康に疑問や不安が
ありましたら、いつでもお気
軽にご相談ください。ただし、
医師への相談は予約が必要で
す。

栄養
相談

毎月第１〜３
金曜日
13時〜
14 時 30 分

栄養士が個人のライフステー
ジに応じた栄養に関する相談
に応じます。ただし、事前に
予約が必要です。

こころの
健康相談

泉佐野保健所
へお問合せく
ださい

泉佐野保健所
（☎ 462-7701） 事前予約が必要です。

医療に関
する相談

月〜金曜日　
9時〜
15 時 45 分

泉佐野保健所
（☎ 462-7701）

安心して医療を受けられるよ
うサポートしています。

肝炎ウイ
ルス検査

第３水曜日　
9時 20 分〜
10 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7701） 事前予約が必要です。

献血

1月 6日㈫
1月 20 日㈫
10 時〜 12 時
13 時〜 16 時
30 分

イオンモ
ールりん
くう泉南

大阪府下の当日と翌日の献血場所は
フリーダイヤル 0120-524-133 でご
案内しています。
問合せは泉南市献血推進協議会
（☎ 482-7615）

1月 23 日㈮
10 時〜 12 時
13 時〜 16 時
30 分

泉南
市役所

講演会「援助者として必要な意識改革
障がいと犯罪」 

　障害者支援の一助として講演会を開催し
ます。皆様のご参加をお待ちしています。

【とき】１月 31 日㈯午後２時～４時
【ところ】あいぴあ泉南大会議室
【内容】触法行為にかかる知的障害者への

支援について事例をまじえた講演 
【講師】谷

たにむら

村慎
しんすけ

介さん（弁護士・社会福祉士） 
【定員】200 名（申込順）
【参加費】無料 
【主催】泉南市知的障害者在宅生活支援連絡会 
【申込み・問合せ】電話かＦＡＸ、Ｅメー

ルで住所、氏名、電話番号、手話通訳の要
否を記入の上、高齢障害介護課へ

（☎ 483-8252 ／ FAX480-2134 ／
e-mail:kousyou-f@city.sennan.lg.jp）

１月 23 日㈮締切
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

休
日
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
診
療
日
】
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
（
平
成
20
年
12
月
30
日
㈫
～
１

月
４
日
㈰
、
土
曜
日
の
夜
間
）

【
受
付
時
間
】
日
曜
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
は
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分
、
土
曜
日
は

午
後
６
時
～
８
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
地
図
を
参
照
く
だ
さ
い

【
診
療
科
目
】
内
科
、
小
児
科

【
携
行
品
】
健
康
保
険
証
や
老
人
医

療
証
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

【
そ
の
他
】
▽
年
末
年
始
は
混
雑
し

ま
す
の
で
、
車
で
お
越
し
に
な
る
場

合
は
、
泉
佐
野
市
立
第
三
小
学
校
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
休
日
診
療
所
以
外
に
も
診
療
を
行

っ
て
い
る
市
内
病
医
院
も
あ
り
ま
す

の
で
、
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
消
防
本
部(

☎
485
・
０
１
１
９)

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】
泉
佐
野
熊
取
田
尻
休
日

診
療
所
（
☎
464
・
６
０
４
０
）

★
問
合
せ　

健
康
保
険
課

（
☎
483
・
３
４
３
１
）

年
金
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）

　

国
の
制
度
改
革
に
伴
い
、
平
成
20

年
10
月
か
ら
世
帯
主
の
年
金
か
ら
国

民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
で
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
場
合
、
特
別
徴
収
の

対
象
世
帯
と
な
り
ま
す
。 

【
要
件
】
①
世
帯
主
が
年
額
18
万
円

以
上
の
年
金
収
入
が
あ
る
場
合
（
た

だ
し
、
複
数
の
年
金
受
給
が
あ
る
場

合
は
、
優
先
順
位
の
高
い
年
金
種
類

の
み
が
特
別
徴
収
の
対
象
） 

②
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
の
合
計
額
が
、
年
金
支
給

額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
場
合

【
平
成
21
年
度
の

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
】

　

平
成
20
年
度
に
引
き
続
き
、
特
別

徴
収
す
る
世
帯
は
、
４
月
・
６
月
・

８
月
分
は
、
基
本
的
に
、
平
成
21
年

２
月
に
天
引
き
し
た
特
別
徴
収
額
と

同
額
が
天
引
き
と
な
る
予
定
で
す
。 

　

平
成
21
年
度
か
ら
新
規
に
特
別
徴

収
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
10
月
の
年

金
支
給
分
か
ら
保
険
税
を
天
引
き
す

る
予
定
で
す
。

　

該
当
す
る
世
帯
に
は
、
決
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
平
成
21
年

度
の
保
険
税
額
は
、
６
月
に
確
定
し

ま
す
の
で
、
新
規
の
特
別
徴
収
対
象

世
帯
は
、
６
月
～
９
月
ま
で
は
、
従

来
ど
お
り
、
普
通
徴
収
（
年
金
天
引

き
以
外
の
徴
収
方
法
）
で
の
納
付
と

な
り
、
残
り
の
税
額
は
10
月
・
12
月

と
翌
年
２
月
の
年
金
支
給
月
に
特
別

徴
収
す
る
予
定
で
す
。

【
特
別
徴
収
か
ら

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
へ
切
替
】

　

現
在
、特
別
徴
収
対
象
の
世
帯
は
、

申
請
に
よ
り
口
座
振
替
に
切
り
替
え

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。現
在
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
も
特
別
徴

収
の
中
止
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
口
座

振
替
へ
の
切
替
の
申
請
を
い
た
だ
い

て
も
、
す
ぐ
に
は
、
特
別
徴
収
を
中

止
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
４

月
支
給
年
金
か
ら
特
別
徴
収
を
中
止

す
る
場
合
、
２
月
２
日
㈪
ま
で
に
申

請
が
必
要
） 

特
別
徴
収
の
対
象
と
な

る
世
帯
ま
た
は
、
普
通
徴
収
へ
変
更

と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
決
定
通
知
書

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　

今
後
も
、
制
度
改
正
が
な
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
被
保
険
者

の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

●
健
康
保
険

※泉佐野駅東

旭町※

旭橋※
●
Ｎ
Ｔ
Ｔ

南海本線

至国道26号
南海泉佐野

駅

※栄町

※泉佐野
　駅下り

※大宮町

堺阪
南線

泉佐野市立
第三小学校

休日診療所☎464-6040

【75 歳到達（長寿医療制度加入）月にお
ける医療費自己負担限度額の特例措置】
　高額療養費の支給を受ける際の自
己負担限度額は、75 歳の誕生月で、
国民健康保険制度と長寿医療制度の
両方を負担することになり、一部負
担金等の額が 2 倍となることがあり
ます。このため当該月の自己負担限
度額をそれぞれ、本来の額の２分の
１に設定します。 
例　2 月に 75 歳に到達し、自己負担限
度額区分が「一般」（44,000 円）の場合 
2 月／国保制度で自己負担限度額
22,000 円を適用、長寿医療制度で
自己負担限度額 22,000 円を適用 
３月／長寿医療制度で自己負担限度
額 44,000 円を適用

（詳細は 6 ページにも掲載） 
【70 歳～ 74 歳の国保高齢受給者で自

己負担割合が「現役並み所得者」の方】
　平成 20 年７月 31 日までは、国
民健康保険被保険者の 70 歳～ 74
歳までの方が、医療機関へ支払う負
担割合は、同一世帯の 70 歳以上の
方の年収合計で判定していました
が、長寿医療制度の創設に伴い現在
は、70 歳～ 74 歳までの同一世帯の

被保険者の収入で判定しています。 
　同一世帯に一定所得以上（市民税の
課税所得が 145 万円以上）の 70 歳～
74 歳までの被保険者がいる方は「現役
並み所得者」の３割負担となります。 
　ただし、70 歳～ 74 歳までの被保
険者の収入合計が一定額未満（70
歳～ 74 歳までの 1 人世帯の場合は
年収 383 万円未満、２人以上の世
帯の場合は年収 520 万円未満）で
あると申請があった場合は、「一般」
区分の適用となり、２割負担（平成
21 年３月 31 日までは経過措置によ
り１割負担）となっています。 
　長寿医療制度創設により、以前は、

「一般」区分の適用であった国民健
康保険被保険者が、「現役並み所得
者」の３割へ負担割合が増える場合
が生じます。このため、平成 21 年
１月からは、国民健康保険被保険者
の負担割合は、長寿医療制度へ移行
した方の年収も含め、同一世帯の
70 歳以上の方の年収合計を判定基
準とすることになります。年収合計
が一定額未満世帯である申請があっ
た場合は、負担割合「一般」区分を
適用する措置がとられます。

１月１日国民健康保険の高齢者医療制度が変わります
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国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す 

　

平
成
20
年
１
月
～
12
月
に
支
払
っ

た
国
民
健
康
保
険
税
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
、
平
成
20
年
分
所

得
税
の
確
定
申
告
や
、
平
成
21
年
度

市
・
府
民
税
申
告
の
際
に
合
計
金
額

を
記
入
す
る
だ
け
で
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
納
付

済
額
を
証
明
す
る
領
収
書
等
の
添
付

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
月
下
旬
に
、
世
帯
主
の
方
に
国

民
健
康
保
険
税
納
税
額
通
知
書
か
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
済
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参

考
に
忘
れ
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。 

【
問
合
せ
】 

健
康
保
険
課
国
保
担
当

（
☎
483
・
３
４
３
１
）

長
寿
医
療
担
当
（
☎
483
・
３
４
５
５
）

 

確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す 

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
申
告
す
る

と
き
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
平
成
20
年
中
の
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
の
で
必
ず
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

　

控
除
さ
れ
る
国
民
年
金
保
険
料
は

平
成
20
年
中
に
納
め
た
保
険
料
の
総

額
で
、
免
除
さ
れ
た
期
間
を
追
納
し

た
保
険
料
、
過
去
の
納
め
忘
れ
に
な

っ
て
い
た
保
険
料
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
１
年
間
に
支
払
わ
れ
た
保
険
料

の
合
計
額
を
確
定
申
告
書
の
社
会
保

険
料
控
除
欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。 

　

な
お
、
申
告
す
る
た
め
に
は
社
会

保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７
）

ま
た
は
貝
塚
社
会
保
険
事
務
所

（
☎
431
・
１
１
２
２
）

★
問
合
せ　

税
務
課

（
☎
483
・
９
０
３
３
）

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を 

　

市
・
府
民
税
（
第
４
期
分
）
の
納

期
限
は
２
月
２
日
㈪
で
す
。 

　

お
近
く
の
金

融
機
関
、
郵
便

局
か
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
お
納
め
く
だ

さ
い
。
市
税
の
納
付
に
は
、
安
心
・

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
市
税
の
口
座
振
替
の
申
込
み
は

通
帳
使
用
印
と
納
税
通
知
書
を
持
参

の
上
、
納
付
書
等
に
記
載
の
市
税
取

扱
金
融
機
関
か
郵
便
局
の
窓
口
で
、

市
税
口
座
振
替
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
い
た
だ
く
こ
と
で
手
続
き
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
度
お
申
込
み

い
た
だ
く
と
、
停
止
の
依
頼
が
な
い

限
り
、
継
続
し
て
口
座
振
替
を
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

な
お
、
市
税
口
座
振
替
申
込
書
は

泉
南
市
内
の
市
税
取
扱
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
市
役
所
税
務
課
に
備
え
て

い
ま
す
。 

市
税
の
滞
納
と
滞
納
処
分
を

ご
存
知
で
す
か

　

市
税
を
決
め
ら
れ
た
期
限
（
納
期

限
）
ま
で
に
納
税
し
な
い
こ
と
を
滞

納
と
い
い
ま
す
。
泉
南
市
で
は
、
滞

納
が
あ
り
ま
す
と
滞
納
者
宛
に
、
ま

ず
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
そ
れ
で

も
納
税
が
な
い
場
合
は
、
催
告
書
や

電
話
、
自
宅
へ
の
訪
問
に
よ
り
納
税

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
滞

納
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
来
お
納
め

い
た
だ
く
税
額
の
他
に
、
延
滞
金
を

合
わ
せ
て
お
納
め
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

督
促
状
や
催
告
書
等
に
よ
り
納
税

を
お
願
い
し
て
も
納
税
い
た
だ
け
な

い
場
合
は
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
い
た
納
税
者
の
皆
様
と
の
公

平
性
と
大
切
な
市
税
の
確
保
を
図
る

た
め
に
、
や
む
を
得
ず
滞
納
さ
れ
て

い
る
方
々
の
財
産
（
不
動
産
、動
産
、

生
命
保
険
、
給
料
、
銀
行
等
の
預
貯

金
）
を
差
押
え
、
こ
れ
ら
の
財
産
を

公
売
す
る
等
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　相談あんない　　時間は 24時間表記です　

区分 相談名 とき ところ 問合せ
法律

行政

法律相談 1/8 ㈭、22 ㈭、29 ㈭　9 時 15 分～ 11 時 45 分
申込みは実施日前日に電話で 9 時から先着 10 名受付

市役所別館２階商工労働課 商工労働課（☎ 483-8191）

行政相談 毎月第 3 木曜日 14 時～ 16 時 市役所別館２階商工労働課 商工労働課（☎ 483-8191）
消費者相談 月～金曜日　13 時～ 16 時 市役所別館２階消費生活センター 商工労働課（☎ 483-8191）

労働

就労

ハローワーク情報（週１回更新）月～金曜日　執務時間中 市役所別館２階商工労働課 商工労働課（☎ 483-8191）
ハローワーク情報（毎日更新） 月～金曜日　執務時間中 人権ふれあいセンター内地域就労支援センター 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
労働相談 5 月、8 月、11 月、2 月の第 2 木曜日

13 時～ 16 時
市役所別館２階商工労働課 商工労働課（☎ 483-8191）

就労支援相談 月～土曜日　9 時～ 17 時 人権ふれあいセンター内地域就労支援センター 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
若年者就労相談 毎月第１火曜日　14 時～ 17 時 市役所別館２階商工労働課 若者自立塾室生館（☎ 0745-92-5566）
農事相談 毎月第 4 金曜日　9 時 30 分～ 12 時（要電話予約） 農業委員会事務局 農業委員会事務局（☎ 483-9975）

子育て

教育

母子相談 月～金曜日　9 時～ 17 時 市役所 1 階子育て支援課 子育て支援課（☎ 483-3472）
子ども相談（家庭児童相談） 月～金曜日　10 時～ 16 時（来所の場合は要予約） あいぴあ泉南内家庭児童相談室 家庭児童相談室（☎ 485-1586）
教育相談（カウンセリング） 月～金曜日　10 時～ 16 時 教育相談室 教育相談室（☎ 483-3755）
進路支援（奨学金等相談） 月～土曜日　執務時間中 人権ふれあいセンター内人権協会 人権協会（☎ 485-1401）

健康福祉

人権

健康・栄養相談 保健センターの健康・栄養相談をご利用ください。（広報せんなん今月号 8 ページをご覧ください）
知的障害者相談 毎月 2・4 金曜日　10 時～ 12 時 あいぴあ泉南 高齢障害介護課（☎ 483-8252）
障害者等住宅改造相談 毎月第 4 木曜日 13 時 30 分～ 16 時 30 分 あいぴあ泉南 せんなんぴあセンター（☎ 482-0114）
心配ごと相談 毎週木曜日　9 時～ 12 時 あいぴあ泉南 社会福祉協議会（☎ 482-1027）
総合生活相談 月～土曜日　9 時～ 17 時 人権ふれあいセンター内人権協会 人権協会（☎ 485-1401）

税金 税の相談 4・6・8・10・12 月の第 3 水曜日　13 時～ 16 時 市役所 1 階市民相談室 税務課（☎ 483-9031）
夜間納税相談 毎月 10 日（土日祝日は翌執務日）

17 時 45 分～ 20 時
市役所 1 階税務課
市役所 1 階健康保険課

税務課（☎ 483-9033）
健康保険課（☎ 483-3432）

●
税
金

●
健
康
保
険

●
国
民
年
金

市税の納付も
24時間受付しています



11

お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

夜
間
納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

税
務
課
・

健
康
保
険
課

で
は
昼
間
、

仕
事
等
で
留

守
が
ち
な
方

を
対
象
に
、

夜
間
納
税
相

談
を
毎
月
10
日
（
土
、
日
、
祝
日
の

場
合
は
翌
執
務
日
）
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
相
談
時
間
は
午
後
５
時
45
分

～
８
時
。
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。
毎
月
の
広
報
せ
ん
な
ん

相
談
あ
ん
な
い（
今
月
は
10
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
税
務
課

（
☎
483
・
９
０
３
３
）

健
康
保
険
課
（
☎
483
・
３
４
３
２
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
問
合
せ　

税
務
課

（
☎
483
・
９
０
３
２
）

固
定
資
産
の

異
動
申
告
を
お
忘
れ
な
く 

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
資
産
の
内
容
（
利

用
状
況
等
）
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
必
ず
申
告
や
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
登
記
が
済
ん
で
い

る
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
土
地
の
異
動
】
土
地
は
、
そ
の
利

用
状
況
に
よ
り
税
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
利
用
状
況
（
農
地
・
山
林
・

宅
地
等
）
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い

【
家
屋
の
異
動
】家
屋
を
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い

【
償
却
資
産
の
異
動
】
事
業
の
た
め

に
使
用
す
る
船
舶
、
機
械
、
器
具
・

備
品
等
（
所
得
税
・
法
人
税
の
申
告

の
際
に
減
価
償
却
費
と
し
て
経
費
に

算
入
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
自
動

車
・
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
も
の
、
少
額
の
一
括
償
却
資
産
は

除
く
）
は
「
償
却
資
産
」
と
し
て
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
で
、
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い

償
却
資
産
申
告
書
の
耐
用
年
数
省
令

の
一
部
改
正
に
伴
う
変
更

　

平
成
20
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て

「
機
械
及
び
装
置
」
を
中
心
に
資
産

区
分
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
改
正
に
伴
い
法
定
耐
用
年
数
も
見

直
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
さ
れ
た
耐
用

年
数
は
平
成
21
年
度
の
償
却
資
産
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　

平
成
21
年
度
の
評
価
額
の
算
定

は
、
平
成
20
年
度
中
に
取
得
し
た
資

産
は
改
正
後
の
耐
用
年
数
を
乗
じ
て

算
定
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
以
前
に

取
得
し
て
い
る
資
産
は
、
平
成
20
年

度
の
評
価
額
に
改
正
さ
れ
た
耐
用
年

数
を
乗
じ
て
算
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
資
産
の
取
得
時
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
改
正
後
の
耐
用
年
数
を
用
い
て

再
評
価
を
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

　

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
評

価
は
、
決
算
期
等
に
関
わ
り
な
く
、

既
存
分
を
含
め
て
平
成
21
年
度
分
か

ら
改
正
後
の
耐
用
年
数
が
適
用
と
な

り
ま
す
。 

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
問
合
せ　

泉
佐
野
税
務
署

（
☎
462
・
３
４
７
１
）

所
得
税
・
消
費
税
の

確
定
申
告
・
納
期 

【
平
成
20
年
分
所
得
税
確
定
申
告
書
】

提
出
と
納
税
は
、
３
月
16
日
㈪
ま
で

【
平
成
20
年
分
消
費
税
確
定
申
告
書
】

提
出
と
納
税
は
、
３
月
31
日
㈫
ま
で

　

個
人
事
業
者
で
、
平
成
18
年
分
の

課
税
売
上
高
が
、
１
千
万
円
を
超
え

る
方
は
、
平
成
20
年
分
に
お
い
て
消

費
税
の
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
消
費
税
の

期
限
内
納
付
に
備
え
て
、「
納
税
資

金
の
積
立
て
」
を
お
願
い
し
ま
す
。 

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
納
付
で

き
る
振
替
納
税
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

【
振
替
日
】
所
得
税
４
月
22
日
㈬
、

消
費
税
４
月
27
日
㈪ 

確
定
申
告
書
は

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に 

　

税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
方
々
が

確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
を
ご
自

分
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
職
員
は

作
成
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

「
自
書
申
告
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
「
自
書
申
告
」
は
、
す
べ
て

の
納
税
者
の
方
々
が
自
己
の
責
任
に

お
い
て
適
正
な
申
告
と
納
税
を
行
う

と
い
う
申
告
納
税
制
度
の
本
旨
に
基

づ
い
た
も
の
で
す
。
納
税
者
の
皆
様

一
人
ひ
と
り
が
申
告
納
税
制
度
の
本

旨
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、「
前

年
分
の
申
告
書
控
」、「
所
得
税
の
確

定
申
告
の
手
引
き
」
等
を
参
考
に
、

ご
自
身
で
申
告
書
を
正
し
く
作
成

し
、
早
め
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★問合せ　税務課（☎ 483-9031）
【関連サイト】泉南市ウェブサイト→暮らし・環境→税金

原動機付自転車の
盗難・紛失は届出を

　原動機付自転車を盗難・紛
失された方は、警察への被害
届と同時に市役所税務課への
廃車届が必要です。 
　警察から市役所への通知は
ありません。廃車届をしなければ、引き続き課税されま
すので、早急に手続きをしてください。 

小型特殊自動車は申告を 

　産業・建設用車両（フォークリフト、ショベルローダ
ー等）や乗用装置のある農耕作業用車両（コンバイン、
トラクター、田植え機等）の小型特殊自動車で次の区分
に該当する場合は、道路を走行する、しないにかかわら
ず軽自動車税が課税されますので、申告をお願いします。
これらの車両を所有している方は、車名、車台番号、年式、
総排気量のわかる証明書（販売証明書等）と印鑑をご持
参のうえ、税務課の窓口で申告をお願いします。 
　販売証明書等の証明書がない場合は、税務課までご相
談ください。 

【農耕作業用自動車】長さ・幅・高さ／制限なし、最高速
度 35 ㎞／ｈ未満 

【農耕作業用以外の特殊自動車】長さ／ 4.7 ｍ以下、幅／
1.7 ｍ以下、高さ／ 2.8 ｍ以下、最高速度 15 ㎞／ｈ以下
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★
問
合
せ　

清
掃
課　

（
☎
483
・
５
８
７
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
暮
ら
し
・
環
境
→
ご
み

可
燃
ご
み
収
集
日
変
更

　

１
月
12
日
（
月
曜
日
）
の
休
日
に

伴
い
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部

変
更
し
ま
す
。 

　

休
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の

収
集
日
を
振
り
替
え
て
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
収
集
日
程
カ
レ
ン

ダ
ー
を
必
ず
確
認
し
て
、
収
集
日
当

日
の
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
集
積
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

下
記
の
マ
ー
ク
が

付
い
て
い
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
！ 

　

今
、
ほ
と
ん
ど
の
商
品
に
こ
れ
ら

の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
が
付
い
て

い
れ
ば
分
別
し
、
資
源
ご
み
収
集
日

に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

　

特
に
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋

の
中
に
右
記
プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
て

い
な
い
、
ハ
ン
ガ
ー
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
等
の
混
入
が
み
ら
れ
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
な

い
品
物
（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
食
品

ト
レ
イ
は
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
可

燃
ご
み
と
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー

缶
に
つ
い
て
は
、
使
い
切
っ
て
か
ら

穴
を
開
け
不
燃
ご
み
と
し
て
、
粗
大

ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
問
合
せ　

環
境
整
備
課

（
☎
483
・
９
８
７
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
暮
ら
し
・
環
境
→
環
境

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発

生
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
洗
濯
物

に
臭
い
が
つ
く
な
ど
周
辺
住
民
の

方
々
に
大
変
迷
惑
と
な
り
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
例
外
的
に
認

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
法
第
16

条
の
２
第

３
号
、
同

施
行
令
第

14
条
）

①
稲
わ

ら
、
畔
の

草
等
の
焼

却
（
農
業
・
林
業
を
営
む
た
め
に
や

む
を
得
な
い
も
の
）

②
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

（
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ

れ
る
軽
微
な
も
の
）

③
門
松
、
し
め
縄
等
を
燃
や
す
行
事

（
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
、
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
）

④
河
川
敷
の
草
焼
き
、
災
害
等
の
応

急
対
策
、
防
災
訓
練
（
公
共
団
体
が

行
う
施
設
管
理
や
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
に
必
要
な
も
の
）

　

た
だ
し
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
場
合
で
も
野
焼
き
は
最
小
限
に

と
ど
め
、や
む
を
得
ず
行
う
場
合
は
、

風
向
き
や
強
さ
、
時
間
帯
・
周
辺
の

環
境
等
に
十
分
配
慮
し
、
迷
惑
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
の
苦
情
や
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。
散
歩
中
の
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
時
に
は
、
飼
い
主

と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
て
、
近
所

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

関西国際空港情報　No.104
http://www.kansai-airport.or.jp/

カザフスタン写真展開催中！ 
　カザフスタン共和国は、ユーラシア大陸の中心
に位置し、アジアとヨーロッパの中継地点として
経済成長著しい国であると同時に、高くそびえる
山々や広大な草原地帯、偉大なシルクロードの遺
跡の数々を体験できる観光地としても注目されて
います。 

【とき】１月 31 日㈯まで（期間は予告なく変更
になる場合があります） 

【ところ】旅客ターミナルビル 4 階中央「翼の広場」 
【内容】雄大な自然の風景やシルクロードの遺跡
をめぐるカザフスタンの写真パネル、約 30 点の
展示

【主催】在日カザフスタン共和国大使館 
【問合せ】空港案内（☎ 455-2500） 

「関空わくわく見学プラン」運行中！ 
　関空展望ホールスカイビューでは、土日祝日に

「関空わくわく見学プラン」を運行しています。
通常は立ち入ることのできない特別なエリアを車
窓から見学していただけます。「２期空港島」や「北
進入灯付近」ではバスから降りて、飛行機の迫力
を肌で体感できます。展望ホール・ホームページ
で事前申込みも受け付けています。 

【運行】土日祝日（30 分前から受付開始、各便
先着 50 名まで） 
第１便／午前 11 時発 
第２便／午後１時発 
第３便／午後２時 30 分発 
第４便／午後４時発 

【受付場所】関空展望ホール 3F
関空ツアーデスク 

【料金】500 円（プラス 500 円でおみやげ付き）
【問合せ】関空展望ホール SkyView

（☎ 455-2082） 

1
月

　日（
月
）

１
月

　日（
火
）

１
月

　日（
火
）

１
月

　日（
水
）

13

1213

14

資源ごみ
（紙類）

資源ごみ
（かん・びん）

資源ごみ
（その他プラスチック）

資源ごみ
（ペットボトル）

●
生
活
・
環
境
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

★
問
合
せ　

商
工
労
働
課

（
☎
483
・
８
１
９
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
ビ
ジ
ネ
ス
・
労
働
・
ま
ち
づ

く
り
→
ビ
ジ
ネ
ス

中
小
企
業
向
け
融
資
の

利
子
補
給
申
請
受
付 

　

泉
南
市
内
に
居
住
し
（
法
人
は
市

内
に
本
店
を
有
し
）、
市
内
で
事
業

を
営
み
、
事
前
に
利
用
融
資
を
商
工

労
働
課
に
登
録
し
て
い
る
事
業
者
に

利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。
申
請

等
に
つ
い
て
は
商
工
労
働
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
融
資
】
▽
大
阪
府
制
度
融
資

の
う
ち
経
営
安
定
資
金
融
資
・
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金
融
資

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
旧
国
民
生

活
金
融
公
庫
）
融
資
の
う
ち
小
企
業

等
経
営
改
善
資
金
貸
付
を
平
成
16
年

４
月
１
日
以
降
受
け
た
融
資 

【
補
給
額
】
当
初
借
入
金
の
う
ち
の

500
万
円
分
を
対
象
と
し
、
返
済
利
率

の
う
ち
１
％
相
当
利
息
額

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

補
助
制
度
の
申
請

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
々
に
、

掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
事
業
所
が
当
初
契
約
し
た
月

か
ら
５
年
間
の
共
済
掛
金
に
つ
い
て

の
み
）

　

補
助
対
象
は
、
市
内
に
事
業
所
を

有
し
、
全
額
事
業
主
負
担
に
よ
り
、

平
成
15
年
２
月
以
降
に
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
、

被
共
済
者
が
50
人
以
下
の
事
業
主
の

方
々
で
す
。

　

申
請
は
、
毎
年
１
月
～
12
月
ま
で

に
納
め
た
掛
金
に
つ
い
て
、
２
月
末

日
ま
で
に
商
工
労
働
課
に
設
置
し
て

い
る
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
て
、
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

農
業
者
の
皆
様

「
大
阪
版
認
定
農
業
者
」に
な
ろ
う
！

　

大
阪
府
で
は
平
成
20
年
４
月
に

（
略
称
）「
都
市
農
業
・
農
空
間
条

例
」
を
施
行
し
、
国
の
認
定
農
業
者

に
加
え
、
小
規
模
で
も
地
産
地
消
に

取
り
組
む
農
業
者
等
を
知
事
が
認
定

し
、
育
成
・
支
援
す
る
「
大
阪
版
認

定
農
業
者
制
度
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
「
大
阪
府
認
定
農

業
者
」「
大
阪
府
認
定
地
産
地
消
農

業
者
」「
大
阪
府
認
定
エ
コ
農
業
者
」

等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
で
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
本
年

度
第
２
回
目
の
申
請
を
受
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
方
法
や
認
定
農
業
者
へ

の
支
援
策
等
（
共
同
利
用
の
農
業
用

機
械
や
直
売
所
関
連
施
設
の
整
備
へ

の
支
援
等
）、
制
度
の
詳
細
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
大
阪
府
泉
州
農
と
緑
の

総
合
事
務
所
農
の
普
及
課

（
☎
439
・
３
６
０
１
）

★
問
合
せ　

学
務
課

（
☎
483
・
３
６
７
３
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
ビ
ジ
ネ
ス
・
労
働
・
ま
ち
づ

く
り
→
雇
用

泉
南
市
公
立
幼
稚
園
の

講
師
登
録
者
募
集

　

泉
南
市
公

立
幼
稚
園
の

講
師
に
つ
い

て
、
登
録
希

望
者
を
募
り

ま
す
。
希
望

者
は
、
履
歴

書
（
写
真
張
付
）
を
１
部
学
務
課
に

提
出
し
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
資
格
】
昭
和
24
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
幼
稚
園
教
諭

免
許
取
得
者
（
平
成
21
年
３
月
31
日

取
得
見
込
み
を
含
む
）

【
講
師
登
録
の
有
効
期
限
】
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
（
な
お
採
用
に
つ

い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
試
験
を
行

い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
が
す
べ
て

採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
）

小
・
中
学
校
の
介
助
員
登
録
者
募
集

　

小
・
中
学
校
の
障
害
を
持
つ
子
ど

も
の
介
助
に
つ
い
て
、
登
録
希
望
者

を
募
り
ま
す
。
希
望
者
は
、
履
歴
書

（
写
真
張
付
）
を
１
部
学
務
課
に
提

出
し
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
資
格
】
昭
和
24
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
不
問
）

【
登
録
の
有
効
期
限
】
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
（
な
お
採
用
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
の
う
え
行

い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
が
す
べ
て

採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
）

●
募
集

1
〜
9
人
以
下

10
〜
30
人
以
下

31
〜
50
人
以
下

20
％

15
％

10
％

共
済
者
数

補
助
率
補
助
対
象
掛
金
月
額

●
商
工
・
労
働

2月4日㈬～13日㈮

泉南市役所別館1階会議室

午前9時30分～午後4時（午後0時～1時、土日祝日は除く）

市役所契約検査課で配布及び泉南市ウェブ
サイトからダウンロードしてください。
配布等の予定は1月15日㈭～

泉南市ウェブサイトからダウンロードしてく
ださい。ウェブサイトの掲載予定は
1月15日㈭～

2月18日㈬～24日㈫

業種 　物品関係
  （役務提供含む）

　測　　量
コンサルタント ビル管理業

更新申請が
必要な業者

受付期間
及び時間

市外
業者

市内
業者要領等

の取得

方　法

受付場所

市内の全業者
昨年度申請していない市外業者

市内・市外
の全業者

建設工事
項目

　平成 21 年度の物品関係（役務提供含む）、測量・
コンサルタント等、ビル管理等及び建設工事の入札
等参加資格審査申請の受付けを行います。
　泉南市や市の関係機関発注の業務を行うためには、
この手続きが必要ですのでご注意ください。

【関連サイト】泉南市ウェブサイト＞ビジネス・労働・
まちづくり＞入札

【問合せ】契約検査課（☎ 483-0006）

入札参加資格審査
申請を受付けます
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泉
佐
野
税
務
署
非
常
勤
職
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
）
の
募
集

【
業
務
内
容
】
一
般
事
務
（
書
類
の

整
理
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
等
） 

【
採
用
期
間
】
２
月
上
旬
～
３
月
下

旬 【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
実
働
７
時
間
、昼
休
み
１
時
間
） 

【
時
給
】
800
円 

【
交
通
費
】
実
費
相
当
額
を
支
給 

【
申
込
み
】
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴

書
（
写
真
張
付
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い

【
問
合
せ
】
泉
佐
野
税
務
署

（
☎
462
・
３
４
７
１
）

府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術

専
門
校
４
月
入
校
生
募
集 

【
施
設
見
学
会
】
１
月
29
日
㈭
午
後

１
時
15
分
受
付
（
実
習
体
験
も
行
い

ま
す
）

【
選
考
試
験
日
】
２
月
19
日
㈭
（
発

表
は
２
月
26
日
㈭
）

【
と
こ
ろ
】
和
泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ
ー

ジ
２
・
３
・
５
（
泉
北
高
速
鉄
道
・
和

泉
中
央
か
ら
南
海
バ
ス　

テ
ク
ノ
ス

テ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
前
）

【
募
集
科
目
】
各
科
定
員
30
名

○
情
報
通
信
科

○
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
開
発
科（
仮
称
）

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
科

○
環
境
分
析
科

○
電
気
設
備
管
理
科

○
空
調
設
備
科

○
自
動
車
整
備
科

○
車
体
整
備
科 

【
そ
の
他
】
授
業
料
無
料
（
教
科
書

代
等
の
実
費
は
必
要
）

【
願
書
受
付
】
１
月
６
日
㈫
～
２
月

２
日
㈪ 

【
問
合
せ
】
大
阪
府
立
南
大
阪
高
等

職
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
７
２
５
・
53
・
３
０
０
５
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集 

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
に

よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
生
涯
学
習
と
し
て
学
び

を
楽
し
み
た
い
等
、
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
。
出
願
は
２
月
28
日
㈯
ま
で
、
資

料
請
求
は
無
料
で
す
。 

【
問
合
せ
】
放
送
大
学
大
阪
学
習
セ

ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
７
７
３
・
６
３
２
８
）

４
月
１
日
か
ら
教
員
免
許

更
新
制
が
始
ま
り
ま
す

　

教
員
免
許
更
新
制
は
、
そ
の
時
々

で
教
員
と
し
て
必
要
な
資
質
能
力
を

保
持
す
る
た
め
、
定
期
的
に
最
新
の

知
識
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

【
概
要
】
①
平
成
21
年
４
月
１
日
以

後
に
授
与
さ
れ
る
教
員
免
許
状
に
は

10
年
間
の
有
効
期
限
が
付
さ
れ
ま
す

②
免
許
状
の
更
新
は
、
有
効
期
限
の

２
年
２
か
月
前
か
ら
大
学
等
で
開
設

さ
れ
る
30
時
間
以
上
の
更
新
講
習
を

受
講
・
修
了
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

③
平
成
21
年
３
月
31
日
以
前
に
免
許

状
を
授
与
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

免
許
状
に
有
効
期
限
は
付
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
更
新
講
習
を
受
講
・
修
了
す

べ
き
期
限
が
各
自
の
生
年
月
日
等
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

現
職
教
員
で
は
な
い
場
合
に
は
、
更

新
講
習
を
受
講
・
修
了
し
な
く
て
も

免
許
状
は
失
効
し
ま
せ
ん

④
更
新
講
習
を
受
講
・
修
了
す
る
こ

と
な
く
期
限
を
経
過
し
た
場
合
は
、

更
新
講
習
を
受
講
・
修
了
す
る
ま
で

教
員
と
し
て
勤
務
で
き
ま
せ
ん

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://www.pref.

osaka.jp/kyoshokuin/koushinsei/

【
問
合
せ
】
大
阪
府
教
職
員
企
画
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
６
１
８
０
）

★
公
民
館

樽
井
公
民
館
（
☎
483
・
４
３
６
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→

文
化

今
月
の
ご
案
内
（
２
月
７
日
ま
で
）

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
及
び

１
月
１
日
㈷
～
６
日
㈫
、
12
日
㈷
～

14
日
㈬

【
半
日
休
館
日
】
１
月
19
日
㈪
、
26

日
㈪
、
２
月
２
日
㈪

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
た
だ
し
、
樽
井
公
民
館
以

外
の
公
民
館
は
午
後
４
時
ま
で
、
半

日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
市
民
体
育
館　（

☎
482
・
１
０
０
０
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→

ス
ポ
ー
ツ

今
月
の
ご
案
内
（
２
月
７
日
ま
で
）

　

体
育
館
を
ご

利
用
の
際
は
、

上
靴
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
全
日
休
館
日
】

毎
週
火
曜
日
及
び
１
月
１
日
㈷
～
４

日
㈰
、
13
日
㈫
～
15
日
㈭

【
半
日
休
館
日
】
１
月
５
日
㈪
、
19

日
㈪
、
26
日
㈪
、
２
月
２
日
㈪

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
半
日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
泉
南
市
立
図
書
館

（
☎
482
・
７
７
６
６
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→

文
化

今
月
の
ご
案
内
（
２
月
７
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
及
び
１
月

１
日
㈷
～
５
日
㈪
、
13
日
㈫

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
15
分

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

　

か
し
の
き
号

は
、
左
記
の
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
月
２

回
ず
つ
巡
回
し
て

い
ま
す
。
初
め
て

本
を
借
り
ら
れ
る

方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
１
人
８
冊
ま
で

本
を
借
り
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
気
象
条
件
等
に
よ
り
巡
回
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

自動車図書館かしのき号巡回予定表　　　■は土曜日の巡回です　　　

鳴滝第二小学校
楠台１号公園

ファミール南大阪
浜老人集会場

青少年センター
一丘団地

八幡山自治会館
関空マーブルコースト
西信達公民館

14:00～
14:45

14:00～
14:45

14:00～
14:45

15:15～
16:00

15:15～
16:00

15:10～
16:00

水
水
木
木
金
金

14:00～
14:30

14:00～
14:40

14:00～
14:45

15:00～
16:00

15:00～
15:45

15:00～
16:00

水
水
木
木
金
金

１月 ２月 ２月１月

砂川老人集会場

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川

ステーション名
巡回日 巡回日曜日と

時間
曜日と
時間ステーション名

4
4
5
5
6
6

18
18
19
19
20
20

14
14
8
8
9
9

28
28
22
22
23
23

7
7
4
4
5
5

21
21
15
15
16
16

お
休
み
で
す

14
14
12
12
13
13

25
25
26
26
27
27

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

●
募
集

●
教
育
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

★
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル　

（
☎
484
・
２
６
２
７
）

今
月
の
ご
案
内
（
２
月
７
日
ま
で
）

　

年
始
は
プ
ー
ル
施
設
の
保
全
修
理

等
を
行
い
、
休
館
と
な
り
ま
す
。
利

用
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
。

【
休
館
日
】
毎
週
月
・
火
曜
日
及
び

１
月
１
日
㈷
～
８
日
㈭（
保
全
修
理
）

【
利
用
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
30
分
（
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

【
利
用
料
金
】（
２
時
間
利
用
の
場
合
）

大
人
500
円
、
高
校
生
300
円
、
中
学
生

～
小
学
４
年
生
200
円
、
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
250
円
、
小
学
３
年
生
以
下

無
料
（
た
だ
し
、
水
着
着
用
の
保
護

者
ま
た
は
20
歳
以
上
の
成
人
の
同
伴

が
必
要
で
、
１
人
に
つ
き
小
学
３
年

生
以
下
の
児
童
２
名
ま
で
）

１
月
10
日
は
「
一
一
〇
番
の
日
」

　

110
番
は
、「
事
件
」
や
「
事
故
」

に
あ
わ
れ
た
方
、
ま
た
は
、「
事
件
」

や
「
事
故
」
を
見
ら
れ
た
方
か
ら
い

ち
早
く
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
緊
急
時
の
専
用
電
話
で
す
。

　

状
況
等
を
詳

し
く
お
聞
き
し

ま
す
が
、
そ
の

間
に
も
別
の
警

察
官
が
パ
ト
カ

ー
等
に
指
令
を

し
て
、
現
場
へ
急
行
し
て
い
ま
す
の

で
、落
ち
着
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

110
番
は
着
信
順
に
受
付
し
て
い
ま

す
。
す
ぐ
に
出
な
い
場
合
で
も
、
切

ら
ず
に
そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
泉
南
警
察
署

（
☎
471
・
１
２
３
４
）

救
命
講
習
受
講
生
募
集  

【
と
き
】
１
月
18
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
12
時
30
分 

【
と
こ
ろ
】
泉
南
市
消
防
本
部
２
階 

【
内
容
】
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
（
Ｃ

Ｐ
Ｒ
） 

【
定
員
】
15
名
（
申
込
順
） 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
１
月
５
日
㈪

午
前
10
時
か
ら
泉
南
市
消
防
本
部
へ

（
☎
485
・
０
１
１
９
）

せ
ん
な
ん
伝で

ん
し市
メ
ー
ル
講
座　

　

市
民
の
皆
様
に
行
政
情
報
を
積
極

的
に
提
供
す
る
た
め
、
市
職
員
を
講

師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】
祝
祭
日
、
年
末
年
始

を
除
く
す
べ
て
の
日
。
時
間
は
午
前

９
時
～
午
後
９
時
ま
で
の
２
時
間
以

内

【
開
催
場
所
】
泉
南
市
内
の
会
場

【
対
象
】
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
、

泉
南
市
の
発
展
の
た
め
自
主
的
活
動

を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
や

グ
ル
ー
プ
。
な
お
講
座
に
は
10
名
以

上
の
出
席
者
が
見
込
ま
れ
る
場
合
と

し
ま
す

【
内
容
】「
講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
表
」

（
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
中
）

か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

行
政
全
般
に
関
わ
る
事
柄
で
秘
書
課

と
協
議
、
選
定
し
た
内
容
で
あ
れ
ば

こ
の
範
囲
と
し
ま
せ
ん

【
費
用
】
市
職
員
の
講
師
は
無
料

【
申
込
み
】
講
座
へ
の
派
遣
講
師
を

希
望
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
は
、
開
催
予
定
日
２
週
間
前
ま
で

に
秘
書
課
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
→ 

広
報
公
聴
・
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
→
広
報

【
問
合
せ
】
秘
書
課

（
☎
483
・
０
０
０
２
）

●
そ
の
他
の
お
知
ら
せ

土砂災害防止法における
取り組み
　大阪府では土砂災害の危険
から府民の生命を守るため、
土砂災害により被害をうける
おそれのある土地の地形、地
質、土地利用状況等について
随時調査を実施し、区域指定
を行っています。調査の内容や時期、
指定済箇所の確認、土砂災害防止法
の詳細な内容等については、大阪府
ホームページをご覧ください。
おおさか防災ネット・防災情報メー
ルに新たな機能を追加 
  平成 19 年３月から、気象警報地
震や災害時の避難勧告等を府民の皆
様にリアルタイムで携帯電話等に配
信する「防災情報メール」に次の２
種類の配信サービスを追加しまし
た。

【土砂災害警戒情報】市町村の避難
勧告等の判断支援や住民の自主避難
の目安

【土砂災害警戒準備情報】市町村の

防災体制の強化や住民の避難準備の
情報

【登録】右記 QR コード
を読み込むか touroku
@osaka-bousai.net に
空メールを送信（下図参照）

【詳細サイト】http://www.pref.osaka.
jp//osaka-pref/kasen/dam/sabo/

【問合せ】大阪府ダム砂防課
（☎ 06-6941-0351）

暮らしの安全安心
土砂災害の発生に日頃からの備えを

●
安
全
・
安
心

登

録

希

望

者

お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト

登
録
完
了

①空メール送信

②登録フォームに返信

③必要事項をチェックして送信

④登録完了メール返信
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司
会
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
進
行
役
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
上う
え
の
や
ま

之
山
幸さ
ち
よ代
で
す
。
本
日

は
「
五
輪
選
手
と
語
る
」
と
題
し
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ

ま
し
た
3
名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
自
己
紹
介
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
山
　
上う

え
や
ま山
容や
す
ひ
ろ弘
で
す
。
父
親
が
泉

南
市
民
体
育
館
を
拠
点
と
し
て
、
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
の
普
及
と
い
う
も

の
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
３

歳
か
ら
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
世
界
に
入

り
ま
し
た
。
現
在
は
大
阪
体
育
大
学

の
大
学
院
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　駒
澤
　
駒こ
ま
ざ
わ澤
李り
か佳
で
す
。
泉
南
中
学

校
を
卒
業
し
て
羽
衣
学
園
高
校
に
進

学
、
そ
こ
で
ホ
ッ
ケ
ー
に
出
会
い
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
天
理
大
学
の
ホ
ッ

ケ
ー
部
に
進
み
、
2
回
生
の
時
に
日

本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
て
、
前
回
の

ア
テ
ネ
五
輪
に
初
出
場
、
今
ま
で
代

表
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
前
　
大お

お
ま
え前
千ち
よ
こ
代
子
で
す
。
泉
南
ピ

ア
セ
ン
タ
ー
で
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
し
て
い
ま
し
て
、
月
に
２
回
泉
南

市
の
方
に
来
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
車
い
す
テ
ニ
ス
で
の
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
4
回
目
、
昔
の
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
で
出
場
し
た
も
の
を
加
え
れ

ば
5
回
目
に
な
り
ま
す
。
　

市
長
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ご
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日

は
皆
さ
ん
の
活
動
、
活
躍
の
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
皆

さ
ん
の
意
志
を
継
い
で
く
れ
る
よ
う

な
人
々
が
こ
の
対
談
に
よ
っ
て
一
人

で
も
多
く
生
ま
れ
て
く
れ
れ
ば
あ
り

が
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

司
会
　
今
日
の
副
題
が
「
夢
舞
台
を

め
ざ
す
子
ど
も
た
ち
へ
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
後
、北
京
で
の
お
話
、

そ
れ
か
ら
皆
さ
ん
方
ご
自
身
の
夢
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
り
泉
南

市
の
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い

た
り
し
な
が
ら
、
市
長
の
考
え
、
気

持
ち
な
ど
を
伺
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
上
山
さ
ん
の

方
か
ら
、
昨
年
の
北
京
五
輪
で
の
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
感
想
な
ど
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

父
と
め
ざ
し
た
夢
の
舞
台
に
感
動

上
山
　
ず
っ
と
夢
に
し
て
い
た
舞

台
、
目
標
に
し
て
い
た
舞
台
、
ま
ず

そ
こ
に
立
て
た
事
が
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。
実
際
に
演
技
し
て
、
ほ
か

の
国
際
大
会
と
ま
た
雰
囲
気
が
全
然

違
う
五
輪
独
特
の
、
本
当
に
口
で
は

言
い
表
せ
な
い
よ
う
な
未
知
な
る
体

験
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、
そ
う
い
う

も
の
を
今
回
、
体
験
で
き
た
と
い
う

五輪選手と語る

駒澤李佳　VS.  向井通彦

　市民の皆様、新年おめでとうございます。
　恒例となりました新春対談、今年のテーマは「五輪選手と語
る」。
　泉南市とかかわりのある、北京オリンピックトランポリン代
表の上山容弘選手、アテネ、北京オリンピックホッケー代表の
駒澤李佳選手、アトランタから北京までパラリンピック 4大会
連続出場の大前千代子さんの３名にお集まりいただき、和やか
な雰囲気の中、市長との間で意見交換が行われました。

Hockey Mayor

Mukai Michihiko 

Komazawa Rika 
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の
は
す
ご
く
こ
れ
か
ら
の
競
技
人
生

の
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
成
績
自
体
は
あ
ま
り
良
く
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
悔
い
の
無
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

人
と
人
…
五
輪
が
造
る
理
想
の
世
界

駒
澤
　
今
回
の
北
京
五
輪
で
思
っ
た

こ
と
は
、
中
国
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
が
す
ご
く
毎
日
笑
顔
で
あ

い
さ
つ
し
て
く
れ
た
り
だ
と
か
、
そ

う
い
う
の
を
見
て
い
る
と
五
輪
と
い

う
舞
台
は
、
夢
と
い
う
か
理
想
と
言

え
る
世
界
だ
な
と
。
選
手
村
の
中
で

は
い
ろ
ん
な
人
種
、
人
た
ち
が
い
る

の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
壁
が
無
く

て
一
人
の
人
と
し
て
の
人
た
ち
が
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
、
す
ば
ら

し
い
村
だ
っ
た
な
と
い
う
風
に
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

司
会
　
大
前
さ
ん
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
北
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
か

が
で
し
た
か
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
声
援
に
感
激

大
前
　
環
境
の
問
題
も
特
に
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
す
ご
く
親
切
で
、
す
ご
く
快
適

に
過
ご
せ
ま
し
た
。
一
番
驚
い
た
の

は
試
合
会
場
の
観
客
の
多
さ
で
し

た
。
今
ま
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
な
い
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
今
ま

で
は
そ
ん
な
に
会
場
が
満
員
に
な
る

こ
と
は
ま
ず
無
か
っ
た
の
で
す
が
、

本
当
に
選
手
冥み

ょ
う
り利
に
尽
き
る
状
況

で
、
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
が
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
　

司
会
　
泉
南
市
民
の
皆
さ
ん
は
上
山

さ
ん
に
対
す
る
期
待
が
か
な
り
高
く

て
、
五
輪
前
か
ら
、
か
な
り
盛
り
上

が
っ
て
い
た
な
と
い
う
気
が
し
ま
す

が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
無
か
っ
た
で

す
か
。

上
山
　
も
ち
ろ
ん
、あ
り
ま
し
た
ね
。

ど
う
し
て
も
五
輪
だ
と
取
り
上
げ
ら

れ
方
も
違
い
ま
す
し
、
今
ま
で
に
な

い
ぐ
ら
い
の
反
響
が
あ
っ
た
り
し
ま

し
た
の
で
。
で
も
、
そ
れ
は
僕
だ
け

で
な
く
期
待
さ
れ
て
い
る
選
手
の
方

全
員
が
感
じ
て
い
る
こ
と
な
の
で
そ

れ
が
特
別
ど
う
こ
う
作
用
し
た
と
い

う
よ
う
な
感
じ
で
は
な
い
で
す
ね
。

市
長
　
駒
澤
さ
ん
は
ア
テ
ネ
と
今
回

の
北
京
と
２
回
経
験
さ
れ
て
い
ま
す

よ
ね
。
開
催
国
の
違
い
と
い
う
か
雰

囲
気
の
違
い
と
い
う
か
、
そ
う
い
う

の
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

駒
澤
　
正
直
言
っ
て
、
初
め
て
の
五

輪
は
本
当
に
何
が
何
だ
か
分
か
ら
な

い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、
周
り
が
見
え
て
無
か

っ
た
ん
で
す
。
北
京
五
輪
は
、
本
当

に
も
う
国
を
挙
げ
て
っ
て
い
う
感
じ

で
す
か
ね
。
中
国
に
し
か
で
き
な
い

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
っ
て
い
う
の
を

感
じ
ま
し
た
。

2009
新春対談

上山容弘　大前千代子

	 	 	 司会　
上之山幸代		

Trampoline Wheelchair Tennis

Ueyama Yasuhiro 

Ohmae Chiyoko 
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司
会
　
こ
れ
か
ら
の
夢
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　

上
山
　
北
京
五
輪
に
出
場
す
る
と
い

う
夢
が
か
な
い
ま
し
た
の
で
、
次
は

ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
表
彰
台
ま
で
行
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
今
後
の
夢
で
あ
り

目
標
で
す
ね
。

駒
澤
　
わ
た
し
も
ロ
ン
ド
ン
五
輪
出

場
権
を
ま
ず
獲
得
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
、
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

大
前
　
国
内
外
を
問
わ
ず
試
合
に
は

出
場
し
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
努
力
が
無
い
と
勝
て

ま
せ
ん
の
で
、頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今
、
大
阪
車
い
す
テ
ニ
ス
協
会
の
会

長
と
日
本
車
い
す
テ
ニ
ス
協
会
の
副

会
長
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
大

阪
で
毎
年
、
私
た
ち
の
協
会
主
催
の

国
際
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大

会
の
グ
レ
ー
ド
を
少
し
で
も
高
く
し

て
、
日
本
人
選
手
が
、
海
外
に
行
か

な
く
て
も
ポ
イ
ン
ト
を
取
れ
る
よ
う

に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

司
会
　
お
三
人
の
夢
を
聞
い
た
と
こ

ろ
で
続
い
て
市
長
に
は
泉
南
市
の
今

年
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
長
　
泉
南
市
は
、
体
育
協
会
、
そ

れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
そ
し
て

体
育
指
導
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
充

実
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
皆

さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
来
ら
れ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

皆
さ
ん
に
続
く
よ
う
な
選
手
、
ス
ポ

ー
ツ
の
す
そ
野
を
広
げ
て
行
く
と
い

う
こ
と
に
今
年
も
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
市

政
に
な
り
ま
す
と
、
安
全
安
心
で
す

ね
。
災
害
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
事
件
や
事
故
が
多
い
世
の
中

で
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
の
無
い

よ
う
な
、
さ
ら
に
安
全
安
心
を
高
め

る
た
め
の
施
策
を
充
実
し
て
い
き
た

い
で
す
。
事
件
・
事
故
だ
け
で
な
く

食
の
安
全
も
含
め
て
地
産
地
消
、
そ

う
い
う
こ
と
も
含
め
て
努
力
し
て
い

き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
幸
い
昨
年

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
に
、
せ
ん
な
ん
わ

く
わ
く
広
場
と
い
う
道
の
駅
的
な
施

設
も
で
き
ま
し
た
の
で
、
さ
ら
に
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
し
て
い
っ
て
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
泉
南
市
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会
　
皆
さ
ん
、
夢
舞
台
を
め
ざ
す

子
ど
も
た
ち
に
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
は
、
ど
う
い
う
言
葉
を
贈
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。

興
味
が
あ
れ
ば
一
歩
踏
み
出
そ
う

駒
澤
　
わ
た
し
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
興
味
が
あ

れ
ば
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み
て
、
そ

れ
が
好
き
な
の
か
嫌
い
な
の
か
と
い

う
の
を
見
極
め
て
ほ
し
い
で
す
。
ま

ず
興
味
の
あ
る
こ
と
に
踏
み
出
し
て

み
る
、
そ
し
て
、
一
生
懸
命
好
き
に

な
る
、
そ
し
て
も
っ
と
も
っ
と
好
き

に
な
る
。
そ
う
言
っ
た
気
持
ち
が
あ

れ
ば
、
つ
ら
い
こ
と
で
あ
っ
た
り
と

か
嫌
な
こ
と
で
あ
っ
た
り
し
て
も
、

好
き
な
も
の
だ
か
ら
頑
張
れ
る
っ
て

思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
と
こ
と
ん

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま

す
。

上
山
　
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
の
世
界
に
入
っ
た
っ
て
訳
で

は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
根
底
に
は
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
が
楽
し
い
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
っ
て
い
う
部
分
が
あ
る
ん

で
す
。
好
き
な
こ
と
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
、
好
き
だ
か
ら
つ
ら
い
こ

と
、
厳
し
い
こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ

る
。
好
き
な
こ
と
だ
け
や
っ
て
い
た

ら
良
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
好
き
だ
か

ら
こ
そ
嫌
な
こ
と
も
や
っ
て
、
自
分

が
な
ぜ
こ
れ
を
し
た
い
ん
だ
っ
て
い

う
の
を
明
確
に
持
っ
て
、
の
め
り
込

ん
で
行
け
ば
何
か
し
ら
の
夢
は
か
な

う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
大
前
さ
ん
も
こ
れ
ま
で
随

分
、
苦
し
い
こ
と
を
乗
り
越
え
て
き

た
と
思
う
の
で
す
が
、
大
き
な
目
標

を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
ま
だ
夢
が
見
つ
か
ら

な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

だ
め
な
ら
次
を
探
せ
ば
い
い

大
前
　
生
活
の
中
で
頑
張
れ
る
も
の

を
何
か
一
つ
見
つ
け
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
迷
う

く
ら
い
な
ら
、
自
分
に
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン

を
出
し
て
、
合
わ
な
か
っ
た
ら
仕
方

の
な
い
こ
と
。
次
の
も
の
を
探
せ
ば

い
い
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

自
分
で
、
こ
れ
だ
っ
た
ら
頑
張
れ
る

か
な
、と
い
う
も
の
見
つ
け
て
み
る
。

見
つ
か
っ
た
ら
と
に
か
く
本
気
で
頑

■うえやま・やすひろ　さん
北京オリンピックトランポリン日本
代表。
３歳からトランポリンを始める。
2006 年のワールドカップでは前人未
踏の４連勝を含む５勝をあげ、世界
ランキング１位に。07 年世界選手権
個人第 3位、同選手権シンクロ優勝。
北京オリンピックでは予選第９位と
惜しくも決勝進出を逃す。一丘中学
校出身。

■こまざわ・りか　さん

北京オリンピックホッケー日本代表。
羽衣学園高校１年からホッケーを始
め、高校 3 年生でインターハイ 3 位
に。天理大学４回生の時にアテネオ
リンピックに初出場、日本初のゴー
ルを決める。アテネオリンピック８
位入賞。北京オリンピック 10 位。
現在は、栃木県のグラクソ・スミス
クラインに所属。泉南中学校出身。

好
き
だ
か
ら
厳
し
さ
に
も
耐
え
ら
れ
る
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張
る
。
た
と
え
、
周
り
の
反
対
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
ひ
た
む
き
に
頑
張

っ
て
い
れ
ば
、
必
ず
そ
の
姿
は
周
り

か
ら
温
か
い
目
で
見
守
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

市
長
　
好
き
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
目

標
が
あ
る
か
ら
苦
し
い
こ
と
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
本
当
に

集
中
で
き
る
。
そ
れ
は
好
き
で
な
い

と
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
お
っ
し

ゃ
っ
た
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ま
た
持
続

し
て
い
く
の
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
最
後
に
、
泉
南
市
の
将
来

に
向
け
て
、
ご
提
案
や
気
づ
い
た
こ

と
な
ど
、
ご
発
言
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

上
山
　
泉
南
市
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
場
が
い
ろ
い
ろ
と
用
意
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

継
続
し
て
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も
の

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
窓
口
を
少
し
で
も

広
く
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
気
持

ち
を
も
っ
て
い
た
ら
、
必
然
的
に
明

る
い
市
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
の
ま
ま
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

駒
澤
　
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
礼
儀
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
仲

間
作
り
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
の
教

育
が
で
き
て
い
く
と
思
う
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
環
境
を
今
ま
で
以

上
に
整
え
て
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
、
一
人
の
人
間

と
し
て
、お
互
い
が
向
き
合
っ
た
り
、

お
互
い
の
力
を
発
揮
し
あ
っ
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
事
で
、
そ
う
言
っ

た
世
界
に
近
づ
け
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
前
　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て

は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
方
も
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
身
近
な
と
こ
ろ
で
こ
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ

と
を
障
害
者
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
、
外
へ
出
る
機
会
に
も
つ
な
が

る
し
、
同
じ
障
害
者
の
中
で
ス
ポ
ー

ツ
を
始
め
る
こ
と
は
人
生
観
を
変
え

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
出
会
い
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
を
見
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

市
長
　
泉
南
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
会
員
も
指
導
者
も
多
く
、
泉
州
地

域
で
も
本
当
に
一
番
と
言
っ
て
い
い

く
ら
い
充
実
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
、
本

当
に
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
夢
を
持

っ
て
、
そ
し
て
ま
た
健
康
で
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
体
育
協
会
を
始
め
皆
さ
ん
と

連
携
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
大
前
さ
ん
は
ご
存
じ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
大
阪
府
で
も
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
や
っ
て
ま
し

て
、
泉
南
市
か
ら
も
毎
年
多
く
の
方

が
出
場
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
て
い
る
方
が
結
構
お
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
本
当
に
頑
張
っ
て
お
ら

れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
も
う
少
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
お
知
ら
せ
を

し
て
、
意
欲
を
持
っ
て
参
加
さ
れ
る

方
が
少
し
で
も
増
え
る
よ
う
心
が
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
ろ
そ
ろ
、
時
間
も
き
ま
し
た

の
で
市
長
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞

か
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
市
政
へ
の

取
り
組
み
な
ど
の
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
締
め
く
く
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

市
長
　
今
日
は
本
当
に
お
忙
し
い

中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

貴
重
な
お
話
、
い
ろ
い
ろ
お
聞
か
せ

い
た
だ
い
て
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
を
与
え
て
い
た
だ
く
よ
う
な

お
話
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
事
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
ま
た
、
体
育
、

ス
ポ
ー
ツ
、
こ
う
い
う
こ
と
の
充
実

に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
泉
南
中
学
校
の
卒
業
生
、
一

丘
中
学
校
の
卒
業
生
が
五
輪
に
出
た

と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
大
き
な
誇
り

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

大
き
な
目
標
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
本
当
に
皆
様
方
に
大

変
、
大
き
な
夢
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
ぜ
ひ

次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
次
の
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
出
場
い
た
だ
い
て
、
本

当
に
次
は
メ
ダ
ル
を
め
ざ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
員
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

■おおまえ・ちよこ　さん
北京パラリンピック車いすテニス日
本代表。
オランダのアーヘンパラリンピック
に初出場し、アーチェリーで金メダ
ルを獲得。その後、アトランタ大会
から続けて４回、車いすテニスで出
場する。泉南ピアセンターのピアカ
ウンセラーとして、毎月 2 回カウン
セリングの業務を行っている。大阪
市在住。

■むかい・みちひこ
泉南市長。
子どものころは野球少年。左利きの
ため、ポジションはピッチャーを経
験。学生時代は水泳部に所属する。
今年も昨年に引き続き、安全安心の
施策を重点的に行っていく予定。個
人的にも免許を持つ技術士の仲間と
ともに、防災に関する本の執筆を予
定しているという。
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泉
南
市
教
育
委
員
会
・
泉
南
市
人

権
啓
発
推
進
協
議
会
・
泉
南
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
協
議
会
で
は
、
平
成
20
年
度
人
権

教
育
講
座
Ⅱ
を
開
催
し
ま
す
。
家
庭
・

地
域
・
学
校
・
職
場
等
、
そ
れ
ぞ
れ

の「
生
活
の
場
」で
あ
ら
ゆ
る〝
人
権
〟

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
と
き
・
内
容
・
講
師
】
下
表
の
と
お

り 【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
研
修
室

１
・
２ 

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
の
方　

 

【
定
員
】
第
１
～
第
３
講
座
は
40
名
、

第
4
講
座
は
23
名
（
第
４
講
座
は
応

募
多
数
の
場
合
、
市
内
在
住
の
方
を

優
先
に
２
月
２
日
開
催
の
第
１
講
座

終
了
後
に
公
開
抽
選
。
当
選
者
に
は

２
月
中
ご
ろ
に
ご
案
内
の
通
知
を
送

付
し
ま
す
）　 

【
参
加
費
】
無
料
。
た
だ
し
、
第
４

講
座
の
入
館
料
、
入
山
料
、
昼
食
代

と
行
事
保
険
料
の
合
計
１
５
３
０
円

は
各
自
負
担
（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

【
手
話
通
訳
】
希
望
さ
れ
る
方
は
、

同
時
申
込
要

【
一
時
保
育
】
第
１
～
第
３
講
座
の

み
。
１
歳
～
就
学
前
で
定
員
５
名
。

同
時
申
込
要
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
保
険
料
500
円
が
必
要 

【
免
責
範
囲
】
第
４
講
座
に
お
い
て

万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
主
催

者
は
行
事
保
険
に
加
入
し
て
い
る
以

外
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い 

【
そ
の
他
】
４
講
座
通
し
た
受
講
で

な
く
て
も
ご
参
加
で
き
ま
す

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
か
ハ
ガ
キ
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
、
件
名
に
「
人
権
教
育
講
座
Ⅱ

参
加
申
込
み
」
と
必

ず
明
記
）
で
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、

ご
希
望
の
講
座
名
を

〒
５
９
０
・
０
５
９
２

（
住
所
不
要
）
泉

南
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
☎

483
・
２
５
８
３
／

e-m
ail:syou

gai@
city.sennan.lg.jp

）

へ
。
１
月
26
日
㈪
締

切
。
な
お
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
申
込
み
さ
れ
た

方
で
、
数
日
た
っ
て

も
生
涯
学
習
課
か
ら

の
返
信
が
な
い
場
合

は
、
お
問
合
せ
く
だ

さ
い

　せんなん男女共同参画ルームでは、「健康・
癒やし・仲間づくり」をテーマにした体験型
のミニ講座を実施しています。 
　第６回は「おカネが貯まる家計術＆トラブ
ル回避虎の巻」です。まだまだ不況の出口が
見えない昨今、せめてわが家の家計だけでも
しっかり防衛して、ココロもサイフもちょっ
ぴり暖かい春を迎えましょう。
 

【とき】２月 13 日㈮午前 10 時～ 12 時 

【ところ】せんなん男女共同参画ルーム「ステ

ップ」（水道庁舎１階） 

【内容】「おカネが貯まる家計術＆トラブル回

避虎の巻」 

【講師】大
お お く ぼ い く こ

久保育子

さん（消費生活アド
バイザー） 

【定員】15 名

（申込順） 

【申込み】１月 13

日㈫午前９時から電
話で人権推進課へ

相談名 とき ところ 問合せ
人権擁護委員による人権相談 毎月第３金曜日　14:00 ～ 16:00 人権推進部相談室 人権推進課
女性相談（面接）

事前予約が必要です

①毎月第 1 金曜日　13:00 ～ 16:00
②毎月第 2 火曜日　18:00 ～ 21:00
③毎月第 4 金曜日　10:00 ～ 13:00

人権推進部相談室 人権推進課

女性のための電話相談 毎週木曜日（祝日・第 5 木曜日を除く）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00

専用電話　
☎ 482-0590

人権推進課

人権に関する相談 毎週月曜日～土曜日（祝日を除く）
9:00 ～ 17:00

人権ふれあいセンター内
人権協会

人権協会　
☎ 485-1401　

人権に関する各種相談のご案内

とき 内容 講師

開講式・第１講座
２/２㈪
14:00 ～ 16:00

子どもの育ちと親育ち
～子どもの問題行動を
　　　　　　　どうとらえるか～

野澤正子さん
（千里金蘭大学教授）

第２講座
２/９㈪
14:00 ～ 16:00

裁判員制度
～もしもあなたが選ばれたら～

高橋康弘さん
（佐野区検察庁　
　　　　統括検務官）

のざわ まさこ

たかはしやすひろ

第３講座
2/17㈫
14:00 ～ 16:00

部落問題入門　
～部落差別の現状と課題を考える～

友永健三さん
（社団法人部落解放・
　　人権研究所所長）

ともながけんぞう

第４講座
2/26㈭
  8:00 ～ 17:30

人権フィールドワーク（バスツアー）
近江と渡来人・日本と朝鮮半島のつながり
～歴史をたどり、次代につなぐ～
渡来人歴史館・石山寺ほか
（滋賀県大津市内）

小久保信蔵さん
（渡来人歴史館専門員）

こ く ぼ しんぞう

　

人
権
教
育
講
座
Ⅱ
に

　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

『ホップくらぶ』⑥ 

おカネが貯まる家計術

＆トラブル回避虎の巻



21

子
ど
も
の
権
利
と
は 

　

人
が
人
と
し
て
生
き
る
権
利
は
、

す
べ
て
の
人
が
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
お
と
な
で
も
子
ど
も
で
も
そ

の
重
み
は
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　

子
ど
も
は
社
会
の
宝
で
あ
る
と
し

て
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一

方
で
、「
ま
だ
子
ど
も
だ
か
ら
」
と

い
っ
て
、
子
ど
も
の
こ
と
を
勝
手
に

決
め
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

し
た
。 

　

し
か
し
、
子
ど
も
は
「
守
ら
れ
る

べ
き
存
在
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
権

利
の
主
体
」
で
も
あ
る
の
で
す
。 

　

そ
れ
な
の
に
、
子
ど
も
に
対
す
る

虐
待
の
増
加
、
学
校
に
お
け
る
暴
力

行
為
や
い
じ
め
、
自
殺
、
不
登
校
の

問
題
な
ど
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

　

虐
待
は
も
ち
ろ
ん
、
い
じ
め
や
体

罰
な
ど
の
場
合
、
子
ど
も
に
も
「
い

や
な
こ
と
は
、
い
や
」
と
い
う
権
利

が
あ
る
の
で
す
。 

　

お
と
な
も
か
つ
て
は
子
ど
も
で
し

た
。
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

子
ど
も
の
思
い
を
理
解
し
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
尊
重
し
な
が
ら
、
子
ど
も
に

と
っ
て
最
も
よ
い
こ
と
は
何
か
を
、

第
一
に
考
え
て
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。 

子
ど
も
を
権
利
の
主
体
と
す
る
た
め
に 

　

国
連
は
、
１
９
５
９
（
昭
和
34
）

年
に
、「
児
童
の
権
利
宣
言
」
を
出
し
、

そ
の
20
周
年
と
な
る
１
９
７
９
（
昭

和
54
）
年
を
「
国
際
児
童
年
」
と
す

る
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
、「
児
童
の
権
利
宣
言
」

の
30
周
年
と
な
る
１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
に
、
子
ど
も
を
権
利
行
使

の
主
体
と
明
確
に
位
置
づ
け
た
「
児

童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
子
ど
も

の
権
利
条
約
）」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
条
約
は
、
18
歳
未
満
の
す
べ
て

の
子
ど
も
を
対
象
と
し
、
子
ど
も
の

人
権
の
尊
重
及
び
確
保
の
観
点
か
ら

必
要
と
な
る
事
項
を
詳
細
か
つ
具
体

的
に
定
め
て
い
ま
す
。 

児
童
虐
待
防
止
法 

　

日
本
で
は
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
に
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に

あ
る
子
ど
も
へ
の
虐
待
事
件
の
発
生

に
対
し
、「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、２
０
０
４（
平
成
16
）
年
10
月

の
法
律
改
正
で
は
、児
童
虐
待
が
「
著

し
い
人
権
侵
害
」
で
あ
る
と
明
記
さ

れ
、
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
心
理

的
虐
待
や
同
居
人
に
よ
る
虐
待
も
定

義
に
加
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
予

防
及
び
早
期
発
見
」、「
児
童
の
保
護

及
び
自
立
支
援
」
な
ど
、
国
や
自

治
体
の
責
務
が
よ
り
詳
し
く
定
め
ら

れ
、
さ
ら
に
２
０
０
７
（
平
成
19
）

年
５
月
の
法
律
改
正
で
は
、
児
童
の

安
全
確
認
等
の
た
め
の
立
入
調
査
等

の
強
化
や
、
保
護
者
に
対
す
る
面
会
、

通
信
等
の
制
限
の
強
化
を
図
る
た
め

の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
阪
府
で
は 

　

大
阪
府
で
は
、
２
０
０
５
（
平
成

17
）年
3
月
に「
こ
ど
も
・
未
来
プ
ラ

ン（
大
阪
府
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、「
次
代
を
担
う
子
ど

も
・
青
少
年
が
ひ
と
り
の
人
間
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
創
造
性
に
富
み
、
豊

か
な
夢
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る

大
阪
」
の
実
現
に
向
け
て
、
子
ど
も
・

青
少
年
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
児
童

虐
待
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
体
制
・
機
能
強

化
、
市
町
村
児
童
家
庭
相
談
へ
の
支

援
や
、
地
域
の
連
携
強
化
の
推
進
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

の
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

人
権
情
報
ガ
イ
ド
　
ゆ
ま
に
て
な
に

わ
シ
リ
ー
ズ
　Vol.

22
よ
り

　

泉
南
市
で
は
、毎
週
木
曜
日
に
「
女

性
の
た
め
の
電
話
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
「
定
年
退
職
し
た
夫
が
一
日
中
家

に
い
て
…
」「
幼
稚
園
の
マ
マ
友
づ

き
あ
い
が
難
し
い
」
ど
ん
な
内
容
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
親
し
い
人
に
は
言

い
に
く
い
、
で
も
聴
い
て
も
ら
い
た

い
、
そ
ん
な
あ
な
た
の
気
持
ち
を
、

ぜ
ひ
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
研
修
を
受
け
た
女
性
相
談

員
が
、
あ
な
た
の
気
持
ち
に
な
っ
て

お
聴
き
し
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相

談
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
ナ
ン

バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
使
用
し
て
い

ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。 

【
と
き
】
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
・
第

５
木
曜
日
を
除
く
） 

午
前
10
時
～
12

時
、
午
後
１
時
～
３
時 

【
相
談
電
話
番
号
】
☎
482
・
０
５
９
０

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

シリーズ　人権

Series-Human Rights

人権推進課
TEL:072-480-2855
FAX:072-482-0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp

オレンジリボン

シンボルマーク

ご利用ください 

「女性のための電話相談」

☎ 482-0590
ナンバーディスプレーは使用していません

         知ってますか？
      子どもの
      人権のこと

ひとりで悩まず、
まずは電話をして
みてください

夫の暴力が絶えない…

近所づきあいがしんどい…

子育てで悩んでいる…
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１
．
こ
れ
ま
で
の
経
過

　

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

16
年
に
「
教
育
問
題
審
議
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
教
育
問
題
審
議
会
で

は
、「
就
学
前
教
育
」「
学
校
教
育
」「
地

域
家
庭
教
育
」
の
３
部
会
に
分
か
れ

て
教
育
全
般
に
つ
い
て
広
く
審
議
が

行
わ
れ
、
平
成
18
年
に
教
育
委
員
会

に
対
し
答
申
を
提
出
し
ま
し
た
。
平

成
20
年
３
月
、
教
育
委
員
会
は
、
そ

の
答
申
を
ふ
ま
え
、
本
市
の
教
育
行

政
推
進
の
基
本
と
な
る
「
泉
南
市
教

育
改
革
プ
ラ
ン
」（
サ
ン
愛
プ
ラ
ン
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ン

の
具
体
化
を
図
る
た
め
に
、「
公
立

幼
稚
園
今
後
の
あ
り
方
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き
、

平
成
20
年
11
月
に
、「
公
立
幼
稚
園
・

再
構
築
全
体
計
画
」
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

２
．
公
立
幼
稚
園
の
理
念

　

泉
南
市
教
育
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形

成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
極
め
て
重
要

な
時
期
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
就

学
前
保
育
教
育
の
理
念
と
し
て
下
記

の
５
点
を
か
か
げ
、
幼
児
教
育
の
充

実
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、近
年

の
都
市
化
・
核
家
族
化
・
少
子
化
等
に

よ
り
子
ど
も
の
育
つ
環
境
が
著
し
く

変
化
し
た
中
で
の
、
幼
稚
園
に
求
め

ら
れ
る
機
能
の
多
様
性
に
も
触
れ
、

「
３
歳
児
保
育
」「
預
か
り
保
育
」「
子

育
て
支
援
の
充
実
」
等
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
た
弾
力
的
な
運
営
の
必

要
性
も
記
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→
教
育
→

教
育
改
革
プ
ラ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
．
公
立
幼
稚
園
の
現
状

　

公
立
幼
稚
園
は
昭
和
23
年
に
樽
井

が
開
園
し
、
昭
和
36
年
に
信
達
、
昭

和
45
年
に
新
家
・
鳴
滝
・
雄
信
・
西

信
達
、
昭
和
46
年
に
東
、
昭
和
48
年

に
一
丘
、
昭
和
56
年
に
新
家
南
が
開

園
、
現
在
の
９
園
が
整
い
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
開
園
当
初
か
ら
２
年
保

育
を
実
施
し
本
市
に
お
け
る
幼
児
教

育
の
充
実
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
泉
南
市
に

お
け
る
子
ど
も
（
０
～
15
歳
未
満
）

の
数
は
、
昭
和
55
年
ご
ろ
を
境
に
以

後
減
少
し
て
お
り
、
公
立
幼
稚
園
の

園
児
数
も
、
昭
和
58
年
の
925
人
か
ら

平
成
20
年
に
は
454
人
、
就
園
率
（
施

設
の
定
員
に
対
す
る
入
園
児
数
の
割

合
）
は
32
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
保

育
所
を
選
択
す
る
保
護
者
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、
公
立
幼
稚
園
を
選
択

す
る
保
護
者
が
減
少
し
、
年
長
・
年

少
組
と
も
に
一
ク
ラ
ス
ず
つ
の
小
規

模
園
が
９
園
中
６
園
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
少
子
化
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、子
ど
も
ど
う
し
が
群
れ
て
遊
び
、

育
ち
あ
う
環
境
を
最
優
先
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
園
児
数
の
減

少
と
と
も
に
、
一
人
当
た
り
に
要
す

る
費
用
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
も
課

題
の
一
つ
で
す
。

	 公立幼稚園が生まれ変わります

	 公立幼稚園・再構築全体計画（概要）
	 ～今まで果たしてきた役割を継承し、将来に確かな保育教育を～

【問合せ】指導課（☎ 483-3671） 

今後の泉南市の教育について

泉南市教育問題審議会（Ｈ16/4 ～Ｈ18/3）

就学前教育部会

答申（Ｈ18/3）

地域家庭教育部会

学校教育部会

泉南市教育改革プラン

（サン愛プラン）策定（Ｈ20/3）

「公立幼稚園・再構築全体計画」策定（Ｈ20/11）

就学前保育教育あり方検討委員会
　　　　　　（Ｈ19/5 ～Ｈ20/3）

公立幼稚園・再構築プロジェクト会議
　　　　　（Ｈ20/5 ～Ｈ20/10）

公立幼稚園・今後のあり方
基本方針策定（Ｈ20/3）具体化

①
かけがえのない
一人ひとりとしての
成長・発達を保障しよう

②
自分が大事、相手が大事
多様な出会いの中で
共に育つ
仲間づくりをしよう

③
その子らしく
生きていく
自立に向けての
基盤を
育成しよう

④
生活を豊かに
直接体験を
大切に遊びから
たくさんの
ことを学ぶ
環境をつくろう

⑤
子どもたちを
とりまく
おとなが
つながって
子どもたちを
育てよう

就学前保育教育の理念就学前保育教育の理念
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４
．
今
後
の
あ
り
方

　

こ
れ
ら
の
公
立
幼
稚
園
の
現
状
を

ふ
ま
え
、
教
育
改
革
プ
ラ
ン
を
推
進

す
る
た
め
、
新
し
い
機
能
を
付
加
し

た
施
設
で
の
理
念
の
実
現
と
効
果
的

効
率
的
な
財
政
運
営
も
考
慮
し
な
が

ら
、
今
後
の
あ
り
方
を
左
下
の
よ
う

に
計
画
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
保
育
所
機
能
と

幼
稚
園
機
能
を
一
体
に
し
た
幼
保
一

元
化
施
設
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

泉
南
市
に
お
い
て
も
幼
保
一
元
化
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。

５
．
新
し
い
公
立
幼
稚
園
の
機
能

　

新
し
い
幼
稚
園
で
は
、
今
ま
で
培

っ
て
き
た
保
育
教
育
の
実
績
を
基
に

さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

公
立
幼
稚
園
が
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
で
、
将
来
ま
で
も
安
心
し

て
過
ご
せ
る
施
設
、
子
ど
も
に
と
っ

て
の
豊
か
な
環
境
、
質
の
高
い
保
育

教
育
を
め
ざ
し
ま
す
。

６
．
市
民
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

市
民
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1,000

4 歳児・5歳児の合計就園人数の推移（S58 ～ H20）
公立幼稚園
私立幼稚園
保育所

（保育所・私立幼稚園は
　Ｈ5～Ｈ20 のデータです）

S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19
【公立幼稚園の今後のあり方】

現存の９園は　すべて廃園とし、
新築の幼稚園と大規模改修を行った
幼稚園の２園として生まれ変わります。

（平成23年度開園をめざしています）

★
新
た
な
機
能

▼
３
歳
児
保
育
を
実
施
し
、
義

　

務
教
育
に
つ
な
が
る
３
歳
～

　

５
歳
の
保
育
教
育
内
容
を
充

　

実
し
ま
す
。

▼
預
か
り
保
育
に
よ
る
長
時
間

　

保
育
を
実
施
し
ま
す
。

▼
安
心
・
安
全
な
通
園
を
考
え
、

　

通
園
バ
ス
を
導
入
し
ま
す
。

▼
新
築
・
大
規
模
改
修
に
よ
っ

　

て
豊
か
な
環
境
を
保
障
し
ま

　

す
。

▼
養
護
教
諭
を
配
置
し
、
食
育

　

を
含
め
た
か
ら
だ
育
て
を
充

　

実
し
ま
す
。

★
継
承
し
て
い
く
機
能

▼
多
様
な
人
と
の
出
会
い
を
通

　

し
、
人
と
か
か
わ
る
力
を
育

　

て
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援
・
人
権
保
育
担

　

当
職
員
を
配
置
し
、
子
育
て

　

支
援
並
び
に
人
権
保
育
教
育

　

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▼
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

　

子
ど
も
の
保
育
教
育
を
充
実

　

し
ま
す
。

▼
地
域
の
子
育
て
・
子
育
ち
を

　

応
援
し
ま
す
。

▼
子
ど
も
に
か
か
わ
る
様
々
な

　

機
関
と
連
携
し
、
子
ど
も
に

　

か
か
わ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

　

構
築
し
ま
す
。

（人）

（年）

　11 月 23 日、千葉幕張メッセで開催され

た全日本マーチングコンテストにおいて、

一丘中学校吹奏楽部がみごと銀賞に輝きま

した。

　中学校に入学して初めて楽器を手にした

生徒がほとんどです。先輩に教えてもらい

ながら、思い通りに上達しない自分が悔し

くて、猛暑の中本当に一生懸命練習しまし

た。大阪府大会で金賞、大阪府代表に選出

され出場した関西大会でも、「日ごろの練習

の成果を余すことなく発揮しよう」と部員

全員力いっぱい頑張りました。審査発表の

あとは「全日本マーチングコンテストへ出

場を推薦される団体」の発表です。これほ

ど経験したことがないと思うほどの胸のド

キドキ～「16 番・泉南市立一丘中学校…」

の放送があった瞬間、歓声と同時にどの生

徒の目からも感動の涙があふれていました。

　そしてついに、全国大会へ。昨年 12 年ぶ

りの全国大会出場に続き連続２回の快挙で

す。「元気！一丘！」を合言葉に、出場 25

校中一番少ない人数 (32 人）でのぞみまし

た。全員の思いをひとつにして演じきった

結果、昨年よりも一つ上回る銀賞の栄冠に。

「つらい練習を乗り越えて頑張ってきたこ

と、一緒に頑張った仲間ができたこと、頑

張ってきたことで得られた、充実感・達成感」

は生徒たちのこれからにとって、なにもの

にも代え難い、素晴らしい経験になったこ

とでしょう。　

　金賞よりも、全国大会出場よりも、その

「頑張り」こそが吹奏楽部で一番大切にして

いることです。「日ごろの生活態度を含め、

まじめに努力すること」がクラブ活動の目

標と言ってもいいかと思います。「元気！一

丘！」に笑顔をプラスして一丘中らしい、

さわやかで、明るい、感動のマーチングを

お届けできますよう全員で頑張ります。

みんなで頑張りました！全日本マーチングコンテスト♪
                  　　　　　　　　　　　　　　 ～一丘中学校　吹奏楽部

シリーズ：今、学校園は……教育委員会（№95）
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信達保育所
「休日保育」を行っています
　日曜日や祝日（年末年始を

除く）に保育を行っています。

休みの日にお仕事が入ってし

まってお子さんを見ることが

できない時等、保護者に代わ

ってお預かりします。

　なお、休日保育を利用する

には、信達保育所または市役

所での事前登録が必要です。

承認に時間がかかる場合もあ

りますので、休日出勤がある

ご家庭の方は登録だけでもし

ておかれると便利です。

【対象】泉南市在住の認可保育

所（園）に在籍している生後

２か月～就学前のお子さん

【定員】10 名程度

【保育時間】午前８時～午後５

時

【費用】▽日額 3,000 円▽月

決め 12,000 円　

▼月決めの場合１か月に３回

以下のご利用でも料金は変わ

りません（キャンセルは前日

の午後６時までにお願いしま

す。以降は料金がかかります

のでご注意ください）

▼給食等がありませんので、

当日はお弁当、おやつ、お茶

を持参ください

▼体調が悪い時はお預かりで

きません

★子育て支援センター『ひだまり』（☎ 484-3371）
★西信達子育て支援センター『ぽかぽか』（☎ 485-1655）

泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て　

「ひだまり」「ぽかぽか」の出前保育
　子育て支援センター『ひだまり』、西信達子育て支援セ
ンター『ぽかぽか』のスタッフが出前で遊びの場を提供
します。親子で参加し、楽しく遊びましょう！

とき ところ 内容
1/9 ㈮ 雄信幼稚園

駐車場なし・雨天実施
歌・手遊び・ふ
れあい遊び・大
型絵本・体操・
親子の遊び等

新家南幼稚園
駐車場なし・雨天実施

1/16 ㈮ 西信達公民館
駐車場なし・雨天実施
信達公民館
駐車場なし・雨天実施

時間はいずれも午前 10 時～ 11 時 30 分
【対象】就学前の子どもとその保護者
【その他】▽申込み不要 ▽ 2 か所同時開催です。徒歩・自
転車で参加できる場所を選んでください▽お茶以外は飲
食できません▽着替え、お茶、敷物は各自ご持参くださ
い ▽午前 8 時 30 分現在、泉州地域に暴風警報が発令さ
れている場合は中止します　

「さん・さん広場」で遊ぼう！
　広い場所で思いきり体を動

かしながら、親子での遊び、

友達同士の遊びを存分に楽し

みましょう。申込不要。

【とき】１月 23 日㈮ 午前 10 

時～ 11 時 30 分

【ところ】りんくう体育館（駐

車場有）

【対象】３歳児（平成 16 年４

月２日～平成 17 年４ 月１日

生まれ）の子どもとその保護

者（きょうだいの参加は可能）

【内容】運動遊具を使っての遊

び、集団遊び、ふれあい遊び等

【その他】▽お茶以外は飲食

できません▽上靴（親子）、

着替え、お茶等は各自ご持参

ください ▽午前 8 時 30 分現

在、泉州地域に暴風警報が発

令されている場合は中止

そらまめクラブに
遊びにきませんか
　双子ちゃんや３つ子ちゃん

を育てている保護者同士、子

育ての悩みを話し合ったり、

先輩ママの話を聞いたり、友

達の輪を広げませんか。

【とき】１月７日㈬午前 10 時

～ 11 時 30 分（おおむね毎

月第１金曜日）

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の就学前の双

子、３つ子ちゃんと保護者・

妊婦

【内容】室内・戸外遊び、保護

者同士・先輩ママさんとの交

流等

【申込み】不要

おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく 
　図書館で、赤ちゃんといっ

しょに、絵本やわらべうたを

楽しんでみませんか。

【とき】１月９日㈮、２月６日

㈮　①午前 10 時 20 分から

30 分程度（おはなしぴよぴ

よ）②午前 11

時から 30 分程

度（おはなして

くてく） 

【ところ】図書館

１階じゅうたん

コーナー 

【対象】①０、１歳の赤ちゃん

と保護者②２、３歳のお子さ

んと保護者（対象年齢は目安）

【定員】各回先着 20 組程度

【参加費】無料（申込み不要）

4 歳以上は 
土曜おはなしひろばへ！
　図書館では「おはなし」を

通して、楽しい本の魅力を子

どもたちに紹介しています。

【とき】１月 10 日㈯午後２時

30 分から 30 分程度

【ところ】図書館２階視聴覚室

【対象】４歳以上

のお子さんと保

護者

【定員】先着 40

名（途中の出入

りは不可）

【参加費】無料

（申込み不要） 

【その他】第３・４土曜日午後

２時 30 分から紙芝居ボラン

ティア「拍子木」による紙芝

居があります（０歳児から入

場可。申込み不要）

★図書館（☎ 482-7766）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞文化　
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保育所の所庭開放
　保育所（園）や幼稚園に通

っていない方、親子で遊びに

きませんか。

　子育て相談もお受けしてま

す。お気軽にご利用ください。

　

◆ BCG 予防接種◆

【とき】１月７日㈬、２月４日

㈬午後１時 45 分～２時 45

分

【対象】生後３か月～６か月未

満の乳児　

　接種機会が少ないので、３

か月になったら、なるべく早

いうちに接種しましょう。

予防接種
　予防接種はお子さんの体調の良いときに受けることが大切

です。体調のすぐれない時は思いきって中止し、回復してか

ら受けましょう。

集団接種（もちもの：母子健康手帳、筆記用具）

◆三種混合予防接種◆

( ジフテリア・百日ぜき・破

傷風 )

【とき・ところ】市内指定医療

機関へ直接お申込みください

【対象】▽第１期（三種混合）

は、生後３か月～７歳６か月

未満（できるだけ３歳まで）

の間に計４回▼初回接種＝生

後３か月に達したら、20 日

～ 56 日までの間隔をあけて

３回▼追加接種＝初回接種の

３回終了後１年～１年半の間

に１回▽第２期（ジフテリア、

破傷風）は、11 歳以上 13 歳

未満の間に１回

◆麻しん・風しん予防接種◆

【とき・ところ】市内指定医療

機関へ直接お申込みください

【対象】▽第１期は、１歳～２

歳未満に１回▽第２期は、平

成 14 年４月２日～平成 15 年

４月１日生まれで１回▽第３

期は、平成７年４月２日～平

成８年４月１日生まれで１回

▽第４期は平成２年４月２日

～平成３年４月１日生まれで

１回　

個別接種（もちもの：母子健康手帳、健康保険証、筆記用具）

母子健康手帳を忘れた場合は、接種歴を確認できないため、

接種ができません。必ずご持参ください

今月の健診
◆ 4 か月児健康診査

　　　・ＢＣＧ予防接種◆

【とき・対象】▽１月７日㈬・

平成 20 年８月生▽２月４日

㈬・平成 20 年９月生▽対象

の方には個別通知します

◆乳児後期健診◆

　４か月児健診時に受診票を

お渡ししますので、かかりつ

けの病・医院でお受けくださ

い。ただし、１歳を過ぎると

自己負担となります

◆１歳６か月児健康診査◆

【とき】１月 28 日㈬午後０時

30 分～１時 30 分

【対象】平成 19 年６月生▽対

象の方には個別通知します

◆ 3 歳 6 か月児健康診査◆

【とき】１月 14 日㈬午後 0 時

30 ～ 1 時 10 分

【対象】平成 17 年６月生▽対

象の方には個別通知します

◆ニコニコうさぎ健診◆

（２歳６か月児歯科健診・育

児相談等）

【とき】１月 22 日㈭午後０時

45 分～１時 35 分

【対象】平成 18 年６月生▽対

象の方には個別通知します

★保健センター（☎ 482-7615　FAX485-1621）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞健康　

教室・サロン
◆ぴよぴよサロン◆

【とき】１月 23 日㈮午後 1 時

30 分～３時

【対象】乳幼児と保護者

【内容】遊び場の開放をしてい

ますのでお越しください

◆リトルままサロン◆

【とき】１月 23 日㈮午後１時

30 分～３時

【対象】妊婦、生後６か月以下

の乳児と保護者

【内容】妊 産婦同士の情報交

換、赤ちゃんの身体計測、育

児相談

【その他】生後７か月以降のお

子さんはぴよぴよサロンをご

利用ください

保育所名 開放日 開放時間
信達保育所　☎ 483-4642 1/6 ㈫、2/3 ㈫ 10：00

～
11：30樽井保育所　☎ 482-0074 1/6 ㈫、2/3 ㈫

浜保育所　　☎ 484-2660 1/20 ㈫、2/17 ㈫

ちびっ子広場 ☎ 484-3371
（鳴滝第一保育所及び第二保育所内）

1/13 ㈫、1/27 ㈫
2/10 ㈫、24 ㈫

ココアンジュ新家　
　　　　　　☎ 484-0190

1/15 ㈭
2/5 ㈭、19 ㈭

13：30 ～
15：00

★子育て支援課（☎ 483-3471）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て　

ファミサポ会員
ただ今募集中！
　子育ての手助けをしてほし

いと思うことはありません

か。子どもを預かってほしい

会員、子どもを預かれる会員

を募集中。登録料・年会費は

無料です。

【利用会員】３か月からおおむ

ね 12 歳までの子どものいる

方

【協力会員】子どもが好きで、

自宅で子どもを預かることが

できる方。活動の前に研修の

受講が必要です。ご自分の都

合に合わせて活動できます

【両方会員】利用会員と協力会

員を兼ねることができます

【利用料】700 円～（１時間）

【保険】ファミリー・サポート・

センター補償保険に加入、保

険料は泉南市が負担します

【申込み】同センターへ

ファミサポ
お楽しみ会を開催！
　うさぎ文庫の南

み な み さ わ こ

佐和子さん

によるパネルシアターやファ

ミサポの活動のビデオ上映等

があります。親子で遊びにき

ませんか。参加無料。

【とき】１月 30 日㈮午前 10

時～ 11 時 30 分

【ところ】ファミリー・サポー

ト・センター（一丘幼稚園内）

【対象】就学前の子どもとその

保護者

【定員】15 組（申込順）

【申込み】1 月 13 日㈫午前９

時から電話で同センターへ

★ファミリー・サポート・センター（☎ 483-9665）
　泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て　
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冬のわくわく科学教室
ーしゅぽしゅぽー 

　「しゅぽしゅぽ」って、何

だと思いますか。今回はこれ

を使って楽しい実験をしま

す。私達の周りにある「空気」

がテーマです。楽しい科学の

ひとときを、親子で一緒に過

ごしてみませんか。 

【とき】２月 14 日㈯午前 10

時～ 12 時 

【ところ】樽井公民館 

【対象】小学３年生～６年生と

その保護者（きょうだいの見

学は可能） 

【内容】しゅぽしゅぽ

【定員】50 名

【参加費】１人 100 円（材料費） 

【申込み】ハガキか FAX また

は E メールで、住所、電話番

号、参加者全員の氏名（ふり

がな）、性別、学校名、学年

を 記 入 し、 〒 590-0521 泉

南市樽井６-11-16 樽井公民

館「わくわく科学教室」係へ。

１月 25 日㈰必着

ゲームであそぼう！
～パパといっしょに～ 

　パパもハマる！ヨーロッパ

のカード＆ボードゲームで、

父子で一緒に遊びませんか。

参加無料。 

【とき】２月８日㈰午後１時

30 分～３時 

【ところ】樽井公民館 

【対象】年長児（５歳児）以上

の子どもとお父さん。なお、

今回はお父さんに限定させて

いただきます

【定員】15 組程度（定員を超

えた場合は抽選） 

【講師】NPO 法人世界のボー

ドゲームを広める会　ゆうも

あの皆さん 

【一時保育】対象は１歳以上５

歳までの子ども、10 名（定

員を超えた場合は抽選） 

【申込み】ハガキか FAX また

は E メールで、参加するお父

さんの氏名（ふりがな）と参

加する子どもの氏名（ふりが

な）・生年月日・性別、住所、

電話番号、一時保育希望の有

無（保育を希望する方は保育

と明記し、子どもの名前（ふ

りがな）・性別・生年月日も

記入）を〒 590-0521 泉南

市樽井６-11-16 樽井公民館

「ゲームで遊ぼう」係へ。１

月 25 日㈰必着

自習室を開放しています
　樽井公民館の１階の部屋が

あいている日曜日のみ、自習

室として無料開放します。 

【とき】毎週日曜日（行事等に

よって利用できない時もあり

ます）午前９時 15 分～午後

５時まで   

【対象】決まりを守って利用で

きる方 

【その他】入室時に自習室利用

記録表に必要事項を記入し、

退室時に提出してください 

★樽井公民館（☎ 483-4361、FAX483-4380、e-mail:tarui-k@city.sennan.lg.jp ）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ ＞教育　

昨年の様子。

今年も楽し

い実験がで

きるよ。

広告掲載枠です。

内容については今月号広報せんなんをご覧ください。
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放課後児童会
入会希望者を募集 

【対象】保護者等が昼間家庭に

いない鳴滝第一・第二小学校

児童（新１年生～新３年生）

【申込書類配布】１月 19 日㈪

から鳴滝第一小学校・鳴滝第

二小学校・青少年センターで

【申込み】２月２日㈪～ 27 日

㈮（日祝を除く）の午前９時

～午後５時 30 分（土曜日は

午後４時 30 分まで）、申込書

に保険料 600 円を添えて青

少年センターへ

冬山探検隊に
参加しませんか？ 
　親子で樹氷を見つけません

か。活動をサポートする自然

や子どもとのふれあいが好き

な青少年も募集します。

【とき】１月 31 日㈯午前７時

～午後４時 30 分

【ところ】金剛山

【対象】市内の小学１年生～中

学３年生とその保護者（小学

３年生以下は保護者同伴）と

15 歳以上の青少年

【定員】小中学生と保護者 50

名、青少年 20 名（多数抽選）

【参加費】230 円（保険料込）

【指導】泉南市体育指導委員協

議会

【申込み】往復ハガキかＥメー

ルで、冬山探検隊参加希望、

参加者・保護者氏名（ふりが

な）、住所、電話番号、学校

名、学年、参加人数を記入の

上、青少年センターへ。1 月

19 日㈪午後 5 時必着

子育てわいわい講座
～いっしょに作ろう・

いっしょに語ろう～
【とき】１月 24 日㈯、２月 14

日㈯、28 日㈯、３月 14 日㈯

の午後２時～４時（全４回）

【ところ】青少年センター３階

教室

【対象】小中学生とその保護者

（子どものみの参加は不可）

【内容】おもしろ草木染とわい

わい井戸端会議

【定員】10 組程度

【参加費】一組 500 円（材料費）

【申込み】往復ハガキかＥメー

ルで、わいわい講座参加希望、

参加者・保護者氏名（ふりが

な）、住所、電話番号、学校

名、学年、参加人数を記入の

上、青少年センターへ。１月

13 日㈫午後 5 時必着

チョコレートケーキを作ろう
【とき】２月７日㈯午後１時～

３時 30 分

【ところ】青少年センター３階

教室

【対象】市内の小学４年生～中

学３年生

【定員】15 名（多数抽選）

【参加費】500 円（材料費）

【持ち物】上ぐつ、タオル、エ

プロン、三角きん（帽子） 

【申込み】往復ハガキかＥメー

ルで、ケーキ作り参加希望、

参加者・保護者氏名（ふりが

な）、住所、電話番号、学校

名、学年、参加人数を記入の

上、青少年センターへ。１月

22 日㈭午後 5 時必着

たのしく
からだをうごかそう

【とき】１月 17 日㈯午前 11

時～ 12 時

【ところ】青少年センター

【対象】小学生（小学部）、中

学生（中学部）、高等部の障

害のある子どもと保護者

【定員】15 名（多数抽選）。親

子での参加も可能です

【講師】真
ま な べ

鍋千
ち あ き

晶さん

【申込み】往復ハガキか E メー

ルで、楽しく体を動かそう参

加希望、参加者・保護者氏名

（ふりがな）、住所、電話番号、

学校名、学年、参加人数を記

入の上、青少年センターへ。 

１月 13 日㈫午後５時必着

音楽セラピー
　ピアノやその他の楽器の音

に合わせて、からだを動かし

たり、歌ったりしながら、音

楽に楽しむプログラムです。

【とき】１月 10 日、24 日、２

月 14 日、28 日の各土曜日。

時間はすべて午前 10 時 30

分～ 11 時 30 分

【ところ】青少年センター

【対象】障害のある子どもと保

護者

【定員】５組（申込順） 

【講師】辻
つじ

栄
え み

美さん、谷
たにせき

関律
の り こ

子

さん

【申込み】往復ハガキか E メー

ルで、音楽セラピー参加希望、

住所、参加者・保護者氏名（ふ

りがな）、電話番号、学校名、

学年、参加人数を記入の上、

青少年センターへ 。１月６日

㈫午後５時必着

池で見られる野鳥の観察
　泉南子どもゆめ活動実行委

員会では、わたしたちの野鳥

観察会を毎月開催します。身

近な自然を体感し、その大切

さを学びませんか。

【とき】１月 10 日㈯午前９時

30 分～ 12 時

【ところ】君ヶ池・本田池

【対象】小中学生

【定員】15 名

【参加費】無料

【申込み】電話かＥメールで青

少年センターへ 

〒 590-0521
樽井八丁目 13 番 18 号
FAX：482-5425
e-mail：seishonen-center@city.sennan.lg.jp
青少年センターの行事にＥメールでお申し込みの方には、２，３日中
に確認メールをお届けします。届かない場合は、青少年センターへ
ご連絡ください。

【参加費】の記載の無いものは無料です。

★青少年センター（☎ 484-3500）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞青少年　

読み聞かせ講習会を開催
【とき】 １月 17 日㈯午前 10

時 45 分～ 12 時 30 分

【対象・定員】18 歳以上の方

で、子どもに本等を読み聞

かせたい方 20 名

【内容】自主研究学習

【講師】根っこの会

読み聞かせの会を開催
【とき】①１月 17 日㈯午前 10

時～ 10 時 30 分② 19 日㈪午

後３時 45 分～４時 30 分

【対象・定員】小学生以下の子

どもとその保護者 20 名

【内容】 ①十二支のはなし、

ゆきの女王他②しっぽのつ

り、おにたのぼうし他

【両会の申込み・開催場所】

電話か E メールで青少年セ

ンターへ

申込先ＱＲコード

不要になったおもちゃ・
水槽等を譲ってください
　数人で楽しめるボードゲ
ーム等、ご家庭でご不要に
なったものがありましたら、
青少年センターへご連絡く
ださい。リサイクルおもち
ゃとして利用させていただ

きます。また、子どもたち
が命の大切さを感じるため
に、青少年センターでは、
いろいろな生き物を育てて
います。ご不要になりまし
た水槽等ありましたら、併
せてご連絡ください。
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■泉南市歌「希望のうたにつつまれて」の掲載がありましたが以
前ごみ収集時流れていたのに最近聞きません。やっぱり歌は心を
和やかに楽しくさせてくれますので、ぜひ収集車でも音楽をかけ
てください。（樽井 59 歳女性）
◆ごみ収集時に音楽を流す件ですが、当初はごみ収集を市民の皆
様に広く知ってもらうため「赤とんぼ」の曲を流していました。
市歌制定後の昭和 63 年度から、市歌を流していましたが「うる
さい」「子どもの昼寝の迷惑」「夜勤明けで寝ているのに眠られない」
等のご意見が寄せられたため、10 数年前から音楽を流さなくな
っています。また、現在の車両には音楽を流す装置そのものが取
り付けられておりませんので、現在は音楽を流すことができない
状況です。ご理解の程お願いします（清掃課）
■いつも「広報せんなん」はかかさず見ています。見やすく分か
りやすく地域のことがいっぱい載っているので大好きです。読者
プレゼントは地域のお勧めなところがわかり前回当選しました。
うれしかったです。バッテラ美味しかったです。（新家 48 歳女
性）■「広報せんなん」毎月楽しく読んでいます。子育て情報局
以外隅から隅まで読んでいます。その情報を元に、いろいろなも

のを見に行ったり参加したりしています。医療や健康関係の情報
も参考になり保存しています。せんなんのたからもの展見に行き
ます。（男里 71 歳男性）■子育て情報局、市民のひろばいつも楽
しみにしています。（幡代 25 歳女性）■「楽しみ方はさまざまり
んくうマラソン」の記事楽しく読みました。私も参加しました。（新
家 47 歳男性）■学力調査の記事を読んでみて思ったことは、「国
語の読み書きに課題が残る」のと「読書時間が短い」ということ
はとても比例しているなと感じました。今 1 歳になる子どもがい
ますが積極的に本の読み聞かせをして読書の楽しさを教えてあげ
られればと思います。（新家 33 歳女性）■広報紙、市民と行政の
情報が載っていていいです。読者プレゼントのコーナー親しみや
すく、市民へのＰＲにもなりますね。（樽井 70 歳男性）■いつも
読者プレゼントが当たるとは限らないので、提供されている商品
がここで販売されているという情報やお店の場所を載せてほしい。
広報紙の内容は盛りだくさんで良いと思います。（馬場62歳男性）
◆毎回たくさんのご意見ありがとうございます。今年もよろしく
お願いします。皆様から寄せられるお褒めのお言葉、毎回の励み
になります。また、おしかりのお言葉、見直すべき所はどんどん
見直していきたいと思います。ささいな事でも結構です。今年も
たくさんのご意見お待ちしています。（情報管理課）

酒のオクムラ
あなたの名前入り
芋焼酎
　南薩摩の新鮮なサツマイ
モを薩摩の大地の地下水で
仕込んだ黒麹造りの本格芋
焼酎。この芋焼酎をオリジ
ナル日本酒「茅渟の幸、茅
渟の福」販売元の有限会社
オクムラが、「あなたの名
前入りオリジナル焼酎」にしてプレゼント。世界にひとつ、
あなたの名前入り焼酎をお届けします。今回は、酒のオク
ムラ様（樽井 5-16-11 ☎ 483-4159）の提供により、あ
なたの名前入り芋焼酎（定価 1,260 円）を６名様にプレ
ゼント。ラベルに印刷する名前を必ずご記入ください。

応募方法
　郵便番号、住所、氏名、年齢（学年）、性別、職業、電
話番号を明記し、ハガキ、ＦＡＸまたはＥメールで、今
月号の感想や市政へのご意見、プレゼントへのご意見、
身近な話題等を必ずお書き添えください。ご意見等は、
市民のひろばでご紹介することがあります。当選者には、
提供店より直接ご連絡または賞品の発送をさせていただ
きます。なお、応募はお 1 人様、1 賞品につき 1 回のみ
有効です。

応募先
〒 590-0592　住所不要　「広報せんなん 1 月号プレゼン
ト係」へ　FAX:483-0325
e-mail:jyoukan@city.sennan.lg.jp（タイトルに「広報
せんなん 1 月号プレゼント係」と必ず明記して
ください）

【問合せ】情報管理課（☎ 483-0005）
応募の際ご提供いただいた個人情報は、泉南市個人情報
保護条例に基づき、当選者への賞品受け渡しのためにプ
レゼント提供店に提供される以外には利用いたしません。

●読者プレゼント！6名様に

応募締め切り
1 月 19 日㈪　必着

盲導犬ビワ　新家幼稚園で大歓迎

　泉南市社会福祉協議会でピアカウンセラーとして活動している
視覚障害者の西野さんが、盲導犬ビワとともに新家幼稚園を訪れま
した。西野さんによる盲導犬の仕事や接し方についての話のあと、
ビワとのふれあいタイムもあり、あつい抱擁を交わす園児もいまし
た。その他、保護者向けの講演もあり、特に印象的だったのが、ペ
ット入店可、盲導犬入店不可の店のお話。店の主張は、「視覚障害
者の犬が他人とトラブルになった場合、飼い主の注意が行き届かな
い、制御できない」というもの。身体障害者補助犬法が制定され、
盲導犬は入店可能のはずなのに。障害者にとって生活しやすい世の
中には、まだまだほど遠いと感じました。（11 月 28 日）

●●●市民のひろば●●●

応募先ＱＲコード

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

提
供
店
を
募
集
し
ま
す

お店の自慢の逸品、自慢のサービスをこのコーナーで
提供していただけるお店を募集します。
広報紙への掲載は無料。ご提供いただくのは
商品と配送料（配送が必要な場合）のみです。
詳しくは、市役所情報管理課(☎483-0005）
へお問い合わせください。
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ひろみち兄さんがやってきた　泉南市ＰＴＡ協議会研究大会

　元ＮＨＫおかあさんといっしょの体操のお兄さん、佐
さ と う

藤弘
ひろみち

道さんの
講演会が文化ホールで行われ、約 300 名が参加しました。講演会と
言うことで、スーツ姿での登場を予想していた参加者もいた中、そこ
はやはり体操のお兄さん、赤いジャージー姿で登場。講演の前に、参
加者全員と体をリラックスさせる運動をする等、和やかな雰囲気の講
演会となりました。自分もＰＴＡ会長を務めていると言う佐藤さんの
講演に、参加者はいろいろ子育てのヒントを得たようです。参加者か
らは「運動・栄養・睡眠のバランスを大切にしていこうと思いました」

「学力の低下がここ大阪では叫ばれていますが、まず、健康な体づく
りが大事では」等の感想が寄せられました。（11 月 22 日）

できたよ！自慢のコースター 古代史博物館まいぶんクラブ

　小学 1 年生から年配の方まで 19 名が、裂
さ

き織
おり

コースター
づくりに挑戦しました。裂き織とは、横糸に裂いた古布をつ
かうもの。ものを大切にする昔の知恵の 1 つです。当日は、
縦
たていと

糸の準備から機
は た お り き

織機への取り付け、機織り作業のすべてを
こなすハードな内容。しかも使用した機織機は、弥生時代のものと同
じ仕組みで準備は大変。結局 10cm ほどのコースターを織るのに、
3 時間以上かかりました。 「こんなに難しいとは…」と意気消沈の参
加者も、コースターができると思わずニンマリ。「今度はバスマットを
作りたい！」と意気込む小学生や、1 人最後まで残って仕上げた「が
んばり屋さん」もいました。（11 月 22 日）

ちょっと体験　1 日公民館クラブ

　気軽に公民館クラブを体験していただくために、1 日体験デ
ーが開催されました。これは、樽井公民館新築 20 周年を記念
した取り組みで、大正琴や陶芸、七宝焼き、水墨画、よさこい
ソーリャ等 12 のクラブが門戸を開放しました。「興味はあって
も続けていくことに不安を感じる」といった方に広く受け入れ
られ、各クラブとも大盛況。中でも銅板にうわ薬を塗って焼き
上げたネックレスやペンダントを作る七宝焼や、手本を筆で写
し箸入れや年賀状の絵柄を作製する水墨画では、初めてとは思
えない見事な作品が数多く完成していました。（11 月 22 日）

まちかどスナップネット版もごらんください。

泉南市ウェブサイト＞

広報公聴・情報公開＞まちかどスナップネット版

http://www.city.sennan.osaka.jp/
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情報ボックス

Information BOX 

泉南市婦人団体協議会
第 3 回チャリティ文化祭 

【とき】1 月 18 日㈰午後 0 時 30 分開演 
【ところ】文化ホール 
【演目】歌、踊り、ダンス、大正琴、琴、

尺八等 
【入場料】無料 
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）  

新年互礼会
【とき】１月４日㈰午前 10 時（９時

30 分受付開始）～ 11 時
【ところ】あいぴあ泉南大会議室
【参加費】無料
【関連サイト】泉南市ウェブサイト→

市の案内→その他
【問合せ】秘書課（☎ 483-0002）

浄化槽シンポジウム大阪 
　生活排水対策の一環として浄化槽の
普及促進シンポジウムを開催します。
また、浄化槽のカットモデルやパネル
展示、ビデオ上映も併せて行います。 

【とき】2 月 5 日㈭午後 1 時～ 4 時 
【ところ】和泉シティプラザ弥生の風

ホール 

【内容】講演「生活排水対策としての
浄化槽の普及促進」、パネルディスカ
ッション 他

【入場料】無料 
【主催】環境省 
【問合せ】大阪府環境衛生課

（☎ 06-6944-9181）

図書館地域講座
「わくわく　泉南再発見　映像の旅」

　泉南市の見ど
ころを歴史や文
化の逸話をまじ
え、映像ととも
に紹介します。

【 と き 】1 月 31
日㈯午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

【ところ】図書館２階視聴覚室
【対象】大人
【定員】40 名（申込順）
【参加費】無料
【講師】松

ま つ だ

田秀
しゅういつ

逸さん（「泉南案内人の
会」会長）

【申込み・問合せ】1 月 7 日㈬午前 10
時から電話か図書館受付へ

（☎ 482-7766）

講演会「聖徳太子の都市計画論」
「歩けオロジーのすすめ
歩いてわかった聖徳太子の都市計画」

【とき】1 月 24 日㈯午後 1 時 30 分～
3 時

【ところ】古代史博物館
【定員】100 名（申込順）
【講師】酒

さ か い

井龍
りゅういち

一さん（奈良大学教授）
【申込み・問合せ】来館か電話、Ｅメ

ール（Ｅメールの場合、件名に「講演
会申込み」と明記）で住所、氏名、電
話番号を古代史博物館へ

（☎ 483-6789 ／
e-mail:maibun@city.sennan.lg.jp）

パソコン講座（エクセル初級）                     
【とき・ところ】① 2 月 8 日㈰② 14

日㈯③ 21 日㈯④ 22 日㈰時間はいず
れも午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分

（4 回とも同内容）
【ところ】①新家公民館②信達公民館

③樽井公民館④西信達公民館
【対象】市内在住、在勤の方でキーボ

ード操作及び日本語入力のできる方 
【内容】エクセルの基本操作、表の作

成等 
【定員】各会場 15 名（多数の場合は

抽選） 
【参加費】100 円（資料代） 
【持ち物】筆記用具・2HD フロッピー

ディスク 1 枚（パソコンのある方は
持込み可、その場合はフロッピーディ
スクは不要） 

【申込み・問合せ】往復ハガキ（1 枚
につき 1 人）で住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、受講希望場所
を明記の上、〒 590-0521 泉南市樽井
6-11-16　樽井公民館「パソコン」係
へ（☎ 483-4361）1 月 25 日㈰（必着）

平成 21 年成人記念祭 

　新成人の皆様、ご成人おめでとう
ございます。泉南市・泉南市教育委
員会では、成人記念祭を開催します。
皆様のご出席をお待ちしています。

【とき】１月 12 日㈷午前９時 30 分
受付、10 時開式

【ところ】文化ホール
【対象】昭和 63 年４月２日～平成元年４月１日に生まれた方
【その他】当日は混雑が予想されますので自動車でのご来場はご遠慮ください
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2582）

↑お菊松での松田さん（写真左）

広告掲載枠です。

内容については今月号広報せんなんをご覧ください。
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山田家一般公開＆茶会 
　国登録文化財の庄屋屋敷の公開に併
せてイベントを開催します。 

【とき】1 月 25 日㈰午前 10 時～午後
4 時（茶会は午後 3 時まで） 

【ところ】山田家住宅（JR 新家駅から
徒歩約 5 分、駅前の案内板に表示あり） 

【内容】伝統文化中村茶道教室発表茶
会（抹茶・菓子代 300 円） 

【入場料・申込み】不要（ただし、任
意でパンフレット代として 100 円の
協力金をお願いしています） 

【その他】「泉南案内人の会」による山
田家の説明あります 

【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

泉南市 ABC 委員会 
第 6 回泉南「凧あげ大会」 
　泉南の青空の下で、手作りの和だこ・
泉南高校美術部の立体だこ・連だこ等、
色々な種類のたこあげをにぎやかに楽
しむ大会です。 

【 と き 】1 月 24
日 ㈯ 午 前 10 時
～午後 3 時（雨
天中止） 

【ところ】りん
くう体育館横芝生広場（大阪府南部広
域防災拠点） 

【定員】100 名
【参加費】無料 
【主催】泉南市 ABC 委員会
【申込み】不要
【その他】当日、体育館で和だこをつ

くり広場であげることもできます（大
会時間内のみ可、和だこ製作は 300 円、
先着 20 名） 

【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）
 
泉南高校芸術祭
　地域の皆様に支えられ、育てられて
大きく成長することができた芸術関連
コースの今年度の総決算です。 

【とき】❶ 1 月 23 日㈮・24 日㈯両日
とも午前 10 時～午後 4 時❷ 24 日㈯
ステージ発表は午後 1 時開場、1 時
30 分開演（約 2 時間） 

【ところ】文化ホール 
【内容】❶美術展／第 60 回全大阪高

校美術工芸展で表彰された絵画・デザ
イン・工芸・立体の作品展示、書道展
／書道コース 3 期生の卒業作品展❷
音楽祭／ミュージカル「オペラ座の怪
人」、合唱「二台のピアノ」、ギターア
ンサンブル「オリジナル曲発表等」 

【入場料】無料
【問合せ】大阪府立泉南高等学校

（☎ 483-4474）

第 10 回スタインウェイと
ジョイントコンサート 
　世界的に名声のあるドイツ製スタイ
ンウェイとバイオリン等の楽器や歌と
のジョイントコンサートを開催しま
す。併せての出演者を募集します。

【とき】２月 22 日㈰午前 10 時～午後
４時

【ところ】文化ホール
【入場料】無料
【応募資格】市内在住の小学４年生以

上の方（グループの場合、メンバーに
市内在住の方がいれば応募できます）

【定員】30 組
【参加費】１名につき 500 円
【その他】１名（ピアノのみ）での参加、

グループ（５名まで）での参加もでき
ます

【申込み・問合せ】１月９日㈮～２月
７日㈯（月曜日、祝日を除く）午前
10 時～午後５時に文化ホール事務所

（図書館２階）へ（☎ 482-7767）

イベントなどの情報ページ

情報情報
泉南市ABC委員会和凧づくり講習会 

　子どもから大人までどなたでも、簡単に楽しいたこづくりを楽しめます。 
【とき】1 月 17 日㈯午後 1 時～ 4 時 
【ところ】イオンホール（イオンモ

ールりんくう泉南 2 階） 
【定員】50 名（先着順）
【参加費】300 円 
【講師】市

いちはら

原卓
た く お

生さん（日本凧の会）
【主催】泉南市 ABC 委員会
【申込み】不要 
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583） 

広告掲載枠です。

内容については今月号広報せんなんをご覧ください。
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　泉南市の人口・面積
人口 65,912 人（－ 40 人）
男性 32,061 人（－ 38 人）
女性 33,851 人（－　2 人）

世帯数 24,812 世帯（±　0世帯）
面積 48.48 ㎢

11 月末現在。（　）内は前月比

▽

　持ち主が子どものころから大事に
している自慢のバラモン凧。昭和
10年代に父が持ち主のために作っ
てくれたものだからです。バラモン
凧は長崎県の五

ごとう

島市独特のたこ。特
徴は、ユニークな図柄と、空に舞い
上がったときの音。「ブゥーン」と
鈍い音がします。たこの背面に弓が
つけてあり、その弦が風を受けて音
を出します。その音を聞いただけで、
家の中に居ても「誰のたこかわかる」
とか。
　持ち主が子どものころ、五島で一
番人気があった遊びがたこあげ。「バ
ラモンを一日中あげていた」そうで
す。ただたこをあげるだけではなく、

「糸の切りあい」もしたとか。細か
く砕いた「ビードロ（ガラス）」を、
とりもちを使って糸にひっつけ、そ
の糸で他人のたこの糸を引っ掛ける
のです。糸が交差する瞬間に自分の
糸を強く引けば、簡単に切れるとか。
糸を切られたたこは「かなり遠くま
で飛ぶ」ので、探すのも一苦労。皆
懸命になって探したそうです。とい
うのも、当時たこは親の手作り。代
わりのたこはないからです。
　ちなみに「バラモン」とは、「活
発で元気がいい」という意味。どの
家庭でも、父がわが子のために、願
いを込めて作る風習があったそうで
す。

バラモン凧

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
『せんなんのたからもの』

　ケーブルテレビ J:COM りんくうの
コミュニティーチャンネル（アナログ
９ch・デジタル 11ch）では、地域情
報を映像と文字番組でお届けする「わ
くわく！りんくう」を放送しています。
　視聴、加入に関するお問合せは、
J:COM カ ス タ マ ー セ ン タ ー（0120-
999-000）へ。
＜今月のタイトル＞
新春恒例　向井市長、市政運営を語る
これまでの成果、これからの政策
＜放送期間＞
1 月１日～ 1 月 31 日
＜番組の内容＞
　市政運営について、これまでの成果
やこれからの政策を対談形式でお届け
します。
＜放送時間＞
1 回目　14:00 ～ 16:00（泉南市は 14：40 ～）
2 回目　22:00 ～ 24:00（泉南市は 22:40 ～）

今月の表紙
牛のように一歩一歩着実に
　市長室に一年間飾られる十二支人形。
実は、平成８年から 12 年間にわたり樽
井在住の真

ま な べ

鍋正
ま さ こ

子さんから市長に贈ら
れたものです。２回目の出番となるこ
の「福牛」。12 年ぶりに市長の市政運営
を見守っていきます。

－ただいま「せんなんのたからもの展」開催中－
これまでに応募のあった思い思いの「せんなんのたからもの」、254件を展示しています。
【問合せ】古代史博物館（☎483-6789）
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